
科⽬名称 科⽬区分 学年 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

基礎ゼミナール
⾃⽴・⾃活のための
基礎科⽬

1 1

⼤学における「学修」の意味を学び、⼤学⽣活を豊かにする⼈間関
係を構築しながら、授業に臨む環境をつくる。ひとりひとりの学⽣
が、学園の歴史と⼈材養成像を知り、⼤学での「学修」の指針を理
解し、将来の進路等を⾒据えたうえで、⽬的意識・問題意識をもっ
て学修⽬標と学修計画をたて、学⽣⽣活を進めることができるよう
になる。具体的には⽂献検索、資料収集、学内システムの活⽤な
ど、⼤学で「学修」するために必要な学修技法を実践的に修得し、
それをもとに得た成果を発表する作業を課することによって、主体
的な学修姿勢を⾝につける。

①⼤学における「学修」の意味を理解し、⼤学⽣として、そして共
⽴⽣として知っておくべきこと、⾃覚しておくべきことなど、学⽣
⽣活に関する⼼構えやルールについて学び、ルールに基づいて⾏動
できるようになる。
②⾃らのキャリアを⾒据え、有意義で創造的な⼤学⽣活を送るため
の学修計画を⾃ら⽴てられるようになる。
③図書館や学内システムの利⽤⽅法、演習、実験を⾏うための基礎
的知識など、⼤学で学ぶための基本的な学修技法を⾝に付け、活⽤
できるようになる。
④共⽴ならではのリーダーシップとは何かを理解し、その重要性、
有効性を把握する。また⼤学⽣活を通して、共⽴リーダーシップが
どのように⾼められるのかを意識でき具体的な計画を⽴てられる。

①⼤学における「学修」の意味を理解し、⼤学⽣としてそして共⽴
⽣として知っておくべきこと、⾃覚しておくべきこと、学⽣⽣活に
関する⼼構えやルールについて学び考える姿勢を最低限ルールに基
づいて⾏動できる。
②⾃らのキャリアを⾒据え、有意義で創造的な⼤学⽣活を送るため
の学修計画を最低限⾃ら⽴てられるようになる。
③図書館や学内システムの利⽤⽅法、演習、実験を⾏うための基礎
的知識など、⼤学で学ぶための基本的な学修技法を⾝に付け、最低
限活⽤できるようになる。
④共⽴ならではのリーダーシップとは何か理解し、その重要性、有
効性を把握する。また⼤学⽣活を通して、共⽴リーダーシップがど
のように⾼められるのかを意識できるようになる。

論理的思考・⽂章表現
⾃⽴・⾃活のための
基礎科⽬

1 1

⼤学教育の基盤となる論理的思考⼒・⽂章表現⼒の育成を⽬的とす
る科⽬である。具体的には、⽂章を書くための基本的知識や技能を
確認し、論理的思考法の意義や⽅法を理解したうえで、論理的な資
料分析や構成法に基づく説得⼒のある⽂章表現⼒を⾝につける。

①⽂章を書くための基本的知識や技能を習得し、実践できるように
なる。
②論理的思考法の意義や⽅法を理解し、それを資料分析や着想、論
理構成に応⽤できるようになる。
③資料を正しく読解・分析し、⾃分の意⾒を論理的な⽂章で表現で
きるようになる。

①⽂章を書くための基本的な知識や技能を、最低限⾝に付け、実践
できる。
②論理的思考法の意義や⽅法を理解し、それを資料分析や着想、論
理構成に応⽤することが、最低限できる。
③資料を正しく読解・分析し、⾃分の意⾒を論理的な⽂章で表現す
ることが、最低限できる。

ライフプランと⾃⼰実
現

⾃⽴・⾃活のための
基礎科⽬

1 2

この科⽬では、学⽣⼀⼈ひとりが⾃らの価値観や⽬標を明確化し、
将来に向けて主体的かつポジティブに学⽣⽣活を送れるようになる
ことを⽬指します。授業では「働くこと」に関する理論や考え⽅、
法律や権利など、社会で役⽴つ知識を学びますが、それと並⾏し、
⾃⼰に対するポジティブな理解を深め、⽬標を設定するワークも⾏
います。中⻑期的なライフプランやキャリアプランを構想し、社会
のさまざまな課題の解決に寄与できる⼒を養うための⼟台を作る科
⽬です。

1.⼤学でのキャリア教育や⽣涯学び続けることの重要性を理解し、そ
れをふまえて⾃分の価値観や⼈⽣の⽬標を⽂章として明確に表現す
ることができる。
2.「共⽴リーダーシップ」の考え⽅を理解し、⾃分⾃⾝の経験や社会
の⼀員として⽬指すべき姿と関連づけて、⾃分の⾔葉で説明するこ
とができる。
3.⼥性を取り巻く社会の現状や解決すべき課題について、意識調査や
実態データなどを参照して⾃ら調べ、多⾯的に理解することができ
る。
4.キャリア理論や労働法・社会保障制度など、「働くこと」に関する
知識を⾝につけ、将来に向けての中⻑期的な⽬標や⾏動計画を⽴案
することができる。

1.⼤学でのキャリア教育や⽣涯学習の⽬的・意義を理解し、⾃分の価
値観や⼈⽣の⽬標について考える。
2.「共⽴リーダーシップ」の考え⽅を理解する。
3.⼥性を取り巻く社会の現状や解決すべき課題について、基本的な知
識を⾝につける。
4.キャリア理論や労働法・社会保障制度など、「働くこと」に関する
知識を⾝につける。

課題解決ワークショッ
プ

⾃⽴・⾃活のための
基礎科⽬

1 1

課題の内容を的確に把握し、各グループでテーマを発⾒するための
基礎⼒を養う。テーマに沿って調査・分析し様々な解答を検討し、
グループでのディスカッションと作業により、最終の解答を導き出
す。グループでの課題解決型学修をとおして、グループワークに必
要な基本的なコミュニケーション能⼒、⼝頭による発表(プレゼン
テーション)や討論の能⼒を⾝に付ける。また、プレゼンテーション
の実践を通して、様々な情報伝達⼿法を学び、⼝頭で他者を論理的
に説得するために必要な基本的スキルを修得する。

①課題の内容を把握し、具体的かつ適切な問題設定を⾏えるように
なる。
②グループワークを円滑に進めるためのスケジュールを⽴案すると
共に、グループ内で⼗分なコミュニケーションをとることができる
ようになる。
③グループの⼈達の様々な意⾒・考え⽅を理解し、建設的な意⾒交
換ができるように
なる。
④プレゼンテーション⼿法を学び、説得⼒のあるプレゼンテーショ
ンができるようになる。

①課題の内容を把握し、具体的かつ適切な問題設定を⾏うことが最
低限できる。
②グループワークを円滑に進めるためのスケジュールを⽴案すると
共に、グループ内で⼗分なコミュニケーションを最低限取ることが
できる。
③グループの⼈達の様々な意⾒・考え⽅を理解し、建設的な意⾒交
換が最低限できる。
④プレゼンテーション⼿法を学び、説得⼒のあるプレゼンテーショ
ンが最低限できる。

データサイエンスと
ICTの基礎

情報リテラシー 1 1

社会におけるデータサイエンス(DS)や⼈⼯知能(AI)の普及は⽬覚まし
く,⻄暦 2030 年にはこれらを活⽤した“Society5.0”が到来すると⾔わ
れている。本科⽬ではこのような社会の動きを背景に,DS・AI・数理
統計の基礎を学び,これからの社会を⽣きる⼈間が知っておくべき
「DS・AI・数理統計によりどのような恩恵を受けるのか」「どのよ
うに社会が豊かになるのか」について理解し,また,「どのようなこと
に気をつけるべきか」を学ぶ。本学各学部・科における専⾨分野の
話題を含む。併せて,DS・AI・数理統計を⽀えるしくみ(コンピュー
タ,ソフトウェア,ネットワーク,データベース,Web 等)についても学
ぶ。

以下に挙げる概念等を深く理解するとともに，基礎的なデータ分析
の結果を活⽤できる能⼒を⾝に付けている。
① 社会におけるデータ・AI利活⽤
② ⼤学・短期⼤学におけるデータ・AI利活⽤
③ データリテラシー … 統計の各種技法
④ データリテラシー … データの集計と分析
⑤ コンピュータシステムとコンピュータネットワーク

以下に挙げる概念等の基本を理解している。
①社会におけるデータ・AI利活⽤
②⼤学・短期⼤学におけるデータ・AI利活⽤
③データリテラシー … 統計の各種技法
④データリテラシー … データの集計と解析
⑤コンピュータシステムとコンピュータネットワーク

情報処理 情報リテラシー 1 2

⼤学での学修をはじめとする様々な場⾯で活⽤できる情報処理技術
の基礎を実践的に学ぶ。具体的には以下の通り。①ワードプロセッ
サ，プレゼンテーションソフトウェアを効果的に活⽤するためのス
キルを修得する。②スプレッドシートの基本的な使⽤⽅法を学び，
さらにデータサイエンスへの具体的適⽤⽅法を修得する。

・スプレッドシートソフトウェアの基本的な使⽤⽅法を理解し，応
⽤的な計算や整った表作成ができる。
・ワードプロセッサを使⽤してさまざまなレポートや論⽂の作成が
できる。
・プレゼンテーションソフトウェアを使⽤して，プレゼンテーショ
ンの内容に合った効果的なプレゼンテーション資料を作成できる。
・スプレッドシートソフトウェアを使⽤して，基本的のみならず応
⽤的なデータの集計や分析，表現ができる。

以下の種類のソフトウェアの概念や各種機能，使⽤法の基本を理解
している。さらに，授業時に提⽰された問題の解決のためにそれを
適⽤できる。
・スプレッドシートソフトウェア
・ワードプロセッサ
・プレゼンテーションソフトウェア

情報の分析と活⽤A 情報リテラシー 1・2 2

「データサイエンスとICTの基礎」「情報処理」で扱う知識と技能を
ベースにして，情報の効果的な収集⼿法・分析⼿法・表現⽅法を実
践的に学ぶ。また，統計学の基礎と⼈⽂・社会科学，⾃然科学への
適⽤⽅法，基礎的な知識，特に統計結果の⾒⽅について理論的に学
ぶ。

・スプレッドシートを⽤いた実践的な情報分析を⾏うことができ
る。
・分析したデータの解釈ができる。
・統計学の基礎的な知識と技能を⾝につけ，活⽤することができ
る。

・スプレッドシートを⽤いた最低限の情報分析を⾏うことができ
る。
・分析したデータのおおまかな解釈ができる。
・統計学の基礎的な知識と記述統計など最低限のスキルが⾝につい
ている。

情報の分析と活⽤B 情報リテラシー 1・2 2

⾃然科学分野のみならず⼈⽂科学その他の多くの分野でも不可⽋で
ある統計の数理処理について，統計ソフトウェアの基本的使⽤のみ
ならずプログラミングを含め，実践を交えて理解する。情報収集に
あたり，仮説の構築とそれを検証するための実施計画の詳細(求める
情報の質，対象，収集⼿段など)，得られた情報の特性に対応した統
計処理の⼿法，結果の発信⽅法などを具体的に学び，プレゼンテー
ションソフトウェアを活⽤してプレゼンテーションをすることを通
して表現⼒を⾝につける。情報収集にあたっては，産学連携の要素
を取り⼊れ，産業界・実社会の実データや利活⽤の事例を得て使⽤
することを視野に⼊れる。

・統計学の基礎的な知識とスキルを⽤いて分析することができる。
・分析した内容を効果的に発信することができる。
・プレゼンテーションソフトウェアを⽤いた実践的でわかりやすい
資料を作成できる。
・産業界の実情を深く理解し，それにふさわしい分析および資料作
成ができる。

・統計学の基礎的な知識とスキルを⽤いた，最低限の分析をするこ
とができる。
・分析した内容を発信することができる。
・プレゼンテーションソフトウェアを⽤いた最低限の資料作成がで
きる。

英語コミュニケーショ
ンⅠ(Basic)

英語 1 1

「英語コミュニケーションⅠ」は、「話す」「聞く」能⼒に重点を
置いた前期半期の科⽬である。⼤学・短⼤の1年⽣全員が履修し、英
語のネイティブスピーカーが担当する。この授業は、英語での基本
的なコミュニケーションに必要な基礎的な理解⼒と⼗分なオーラル
スキルを全学⽣に⾝につけさせることを⽬的としている。

・基本的なレベルのコミュニケーションで英語を聞き取り、解釈す
ることができる。
・基本的なレベルのコミュニケーションで英語で表現することがで
きる。
・基本的なレベルのコミュニケーションに必要な語彙をより多く習
得し、使⽤することができる。

・基本的なレベルのコミュニケーションの英語の聞き取りと解釈の
能⼒の向上が⾒られる。
・英語の平易な平叙⽂や疑問⽂を使⽤できる。
・基本的なレベルのコミュニケーションに必要な語彙をより多く習
得しようと努⼒している。

英語コミュニケーショ
ンⅠ(Intermediate)

英語 1 1

「英語コミュニケーションⅠ」は、「話す」「聞く」能⼒に重点を
置いた前期半期の科⽬である。⼤学・短⼤の1年⽣全員が履修し、英
語のネイティブスピーカーが担当する。この授業は、英語での⽇常
会話に必要な基礎的な理解⼒と⼗分なオーラルスキルを全学⽣に⾝
につけさせることを⽬的としている。

・⽇常会話レベルのコミュニケーションで英語を聞き取り、解釈す
ることができる。
・⽇常会話レベルのコミュニケーションで英語で表現することがで
きる。
・⽇常会話レベルのコミュニケーションに必要な語彙をより多く習
得し、使⽤することができる。

・⽇常会話レベルのコミュニケーションの英語の聞き取りと解釈の
能⼒の向上が⾒られる。
・英語の平易な平叙⽂や疑問⽂を使⽤できる。
・⽇常会話レベルのコミュニケーションに必要な語彙をより多く習
得しようと努⼒している。



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

英語コミュニケーショ
ンⅠ(High-
Intermediate)

英語 1 1

「英語コミュニケーションⅠ」は、「話す」「聞く」能⼒に重点を
置いた前期半期の科⽬である。⼤学・短⼤の1年⽣全員が履修し、英
語のネイティブスピーカーが担当する。この授業は、英語での⽇常
会話に必要な基礎的な理解⼒と⼗分なオーラルスキルを全学⽣に⾝
につけさせることを⽬的としている。

・⽇常会話レベルのコミュニケーションで英語を聞き取り、解釈す
ることができる。
・⽇常会話レベルのコミュニケーションで英語で表現することがで
きる。
・⽇常会話レベルのコミュニケーションに必要な語彙をより多く習
得し、使⽤することができる。

・⽇常会話レベルのコミュニケーションの英語の聞き取りと解釈の
能⼒の向上が⾒られる。
・英語の平易な平叙⽂や疑問⽂を使⽤できる。
・⽇常会話レベルのコミュニケーションに必要な語彙をより多く習
得しようと努⼒している。

英語コミュニケーショ
ンⅠ(Advanced)

英語 1 1

「英語コミュニケーションⅠ」は、「話す」「聞く」に重点を置い
た前期半期の科⽬である。⼤学・短⼤の1年⽣全員が履修し、英語の
ネイティブスピーカーが講師を務める。この授業は、すべての学⽣
が中級レベルの理解⼒と、トピックに関連した英会話を⾏うのに⼗
分なオーラルスキルを⾝につけることを⽬的としている。

・トピックに関連したコミュニケーションのレベルで英語を聞き取
り、解釈することができる。
・トピックに関連した会話を英語で持続的に⾏える。
・トピックに関連した会話に必要な語彙をより多く習得し、使⽤す
ることができる。

・トピックに関連したコミュニケーションのレベルで英語の聞き取
りと解釈の能⼒の向上が⾒られる。
・トピックに関連した会話を英語である程度⾏える。
・トピックに関連した会話に必要な語彙をより多く習得しようと努
⼒している。

英語コミュニケーショ
ンⅡ(Basic)

英語 1 1

「英語コミュニケーションⅡ」は、「話す」「聞く」に重点を置い
た後期半期科⽬である。⼤学・短⼤の1年⽣全員が履修し、英語のネ
イティブスピーカーが講師を務める。この授業は、英語での基本的
なコミュニケーションに必要な基礎的な理解⼒と⼗分なオーラルス
キルを全学⽣に⾝につけさせることを⽬的としている。

・基本的なレベルのコミュニケーションで英語を聞き取り、解釈す
ることができる。
・基本的なレベルのコミュニケーションで英語で表現することがで
きる。
・基本的なレベルのコミュニケーションに必要な語彙をより多く習
得し、使⽤することができる。

・基本的なレベルのコミュニケーションの英語の聞き取りと解釈の
能⼒の向上が⾒られる。
・英語の平易な平叙⽂や疑問⽂を使⽤できる。
・基本的なレベルのコミュニケーションに必要な語彙をより多く習
得しようと努⼒している。

英語コミュニケーショ
ンⅡ(Intermediate)

英語 1 1

「英語コミュニケーションⅡ」は、「話す」「聞く」に重点を置い
た後期半期科⽬である。⼤学・短⼤の1年⽣全員が履修し、英語のネ
イティブスピーカーが講師を務める。この授業は、英語での⽇常会
話に必要な基礎的な理解⼒と⼗分なオーラルスキルを全学⽣に⾝に
つけさせることを⽬的としている。

・⽇常会話レベルのコミュニケーションで英語を聞き取り、解釈す
ることができる。
・⽇常会話レベルのコミュニケーションで英語で表現することがで
きる。
・⽇常会話レベルのコミュニケーションに必要な語彙をより多く習
得し、使⽤することができる。

・⽇常会話レベルのコミュニケーションの英語の聞き取りと解釈の
能⼒の向上が⾒られる。
・英語の平易な平叙⽂や疑問⽂を使⽤できる。
・⽇常会話レベルのコミュニケーションに必要な語彙をより多く習
得しようと努⼒している。

英語コミュニケーショ
ンⅡ(High-
Intermediate)

英語 1 1

「英語コミュニケーションⅡ」は、「話す」「聞く」に重点を置い
た後期半期科⽬である。⼤学・短⼤の1年⽣全員が履修し、英語のネ
イティブスピーカーが講師を務める。この授業は、英語での⽇常会
話に必要な基礎的な理解⼒と⼗分なオーラルスキルを全学⽣に⾝に
つけさせることを⽬的としている。

・⽇常会話レベルのコミュニケーションで英語を聞き取り、解釈す
ることができる。
・⽇常会話レベルのコミュニケーションで英語で表現することがで
きる。
・⽇常会話レベルのコミュニケーションに必要な語彙をより多く習
得し、使⽤することができる。

・⽇常会話レベルのコミュニケーションの英語の聞き取りと解釈の
能⼒の向上が⾒られる。
・英語の平易な平叙⽂や疑問⽂を使⽤できる。
・⽇常会話レベルのコミュニケーションに必要な語彙をより多く習
得しようと努⼒している。

英語コミュニケーショ
ンⅡ(Advanced)

英語 1 1

「英語コミュニケーションⅡ」は、「話す」「聞く」に重点を置い
た後期半期科⽬である。⼤学・短⼤の1年⽣全員が履修し、英語のネ
イティブスピーカーが講師を務める。この授業は、すべての学⽣が
中級レベルの理解⼒と、トピックに関連した英会話を⾏うのに⼗分
なオーラルスキルを⾝につけることを⽬的としている。

・トピックに関連したコミュニケーションのレベルで英語を聞き取
り、解釈することができる。
・トピックに関連した会話を英語で持続的に⾏える。
・トピックに関連した会話に必要な語彙をより多く習得し、使⽤す
ることができる。

・トピックに関連したコミュニケーションのレベルで英語の聞き取
りと解釈の能⼒の向上が⾒られる。
・トピックに関連した会話を英語である程度⾏える。
・トピックに関連した会話に必要な語彙をより多く習得しようと努
⼒している。

TOEICⅠ(Basic) 英語 1 2

これまでに⾝につけた英語⼒の⼀層の充実に努め、コミュニケー
ション、異⽂化理解、およびビジネスの⼿段としての英語の運⽤⼒
を⾝につけます。
具体的には、⽂法の基礎を理解し、語彙の学習を通じて様々な英語
表現を⾝につけ、リスニングやリーディングの訓練によって⽇常⽣
活やビジネスの場⾯における英語コミュニケーション能⼒の向上を
図ります。また、就職活動や卒業後の社会⽣活・キャリア形成のた
めにTOEICのスコアアップを⽬指します。
対⾯授業とオンデマンド授業を併⽤し、知識理解と⾃主学習を循環
させる形式でTOEICに対応し得る英語⼒を⾼めることを狙いとしま
す。オンデマンド授業では、説明と問題演習をビデオ講義形式で⾏
い、TOEICの各Partの特徴や取り組み⽅などについての理解を深めま
す。対⾯授業では、オンデマンド授業の内容を踏まえて実践的な問
題演習を⾏い、TOEICのスコアアップに必要なリスニング⼒・リー
ディング⼒・語彙⼒を養成します。また、オンデマンド授業に関す
るフィードバックや質問への回答を通じてきめ細やかに学⽣に対応
することも⽬的としています。

TOEIC 400点レベルの
・会話やナレーションを正確に聞き取ることができる。
・英⽂を正確に理解できる。
・⽂法や語彙の知識が⼗分に⾝についており、使⽤できる。

TOEIC 400点レベルの
・会話やナレーションを最低限聞き取ることができる。
・英⽂を最低限理解できる。
・⽂法や語彙の知識が最低限⾝についており、使⽤できる。

TOEICⅠ
(Intermediate)

英語 1 2

これまでに⾝につけた英語⼒の⼀層の充実に努め、コミュニケー
ション、異⽂化理解、およびビジネスの⼿段としての英語の運⽤⼒
を⾝につけます。
具体的には、⽂法の基礎を理解し、語彙の学習を通じて様々な英語
表現を⾝につけ、リスニングやリーディングの訓練によって⽇常⽣
活やビジネスの場⾯における英語コミュニケーション能⼒の向上を
図ります。また、就職活動や卒業後の社会⽣活・キャリア形成のた
めにTOEICのスコアアップを⽬指します。
対⾯授業とオンデマンド授業を併⽤し、知識理解と⾃主学習を循環
させる形式でTOEICに対応し得る英語⼒を⾼めることを狙いとしま
す。オンデマンド授業では、説明と問題演習をビデオ講義形式で⾏
い、TOEICの各Partの特徴や取り組み⽅などについての理解を深めま
す。対⾯授業では、オンデマンド授業の内容を踏まえて実践的な問
題演習を⾏い、TOEICのスコアアップに必要なリスニング⼒・リー
ディング⼒・語彙⼒を養成します。また、オンデマンド授業に関す
るフィードバックや質問への回答を通じてきめ細やかに学⽣に対応
することも⽬的としています。

TOEIC 500点レベル（企業が新⼊社員に期待するレベルの英語⼒）の
・会話やナレーションを正確に聞き取ることができる。
・英⽂を正確に理解できる。
・⽂法や語彙の知識が⼗分に⾝についており、使⽤できる。

TOEIC 500点レベル（企業が新⼊社員に期待するレベルの英語⼒）の
・会話やナレーションをある程度は聞き取ることができる。
・英⽂をある程度は理解できる。
・⽂法や語彙の知識がある程度は⾝についており、使⽤できる。

TOEICⅠ(High-
Intermediate)

英語 1 2

これまでに⾝につけた英語⼒の⼀層の充実に努め、コミュニケー
ション、異⽂化理解、およびビジネスの⼿段としての英語の運⽤⼒
を⾝につけます。
具体的には、⽂法の基礎を理解し、語彙の学習を通じて様々な英語
表現を⾝につけ、リスニングやリーディングの訓練によって⽇常⽣
活やビジネスの場⾯における英語コミュニケーション能⼒の向上を
図ります。また、就職活動や卒業後の社会⽣活・キャリア形成のた
めにTOEICのスコアアップを⽬指します。
対⾯授業とオンデマンド授業を併⽤し、知識理解と⾃主学習を循環
させる形式でTOEICに対応し得る英語⼒を⾼めることを狙いとしま
す。オンデマンド授業では、説明と問題演習をビデオ講義形式で⾏
い、TOEICの各Partの特徴や取り組み⽅などについての理解を深めま
す。対⾯授業では、オンデマンド授業の内容を踏まえて実践的な問
題演習を⾏い、TOEICのスコアアップに必要なリスニング⼒・リー
ディング⼒・語彙⼒を養成します。また、オンデマンド授業に関す
るフィードバックや質問への回答を通じてきめ細やかに学⽣に対応
することも⽬的としています。

TOEIC 500点レベル（企業が新⼊社員に期待するレベルの英語⼒）の
・会話やナレーションを正確に聞き取ることができる。
・英⽂を正確に理解できる。
・⽂法や語彙の知識が⼗分に⾝についており、使⽤できる。

TOEIC 500点レベル（企業が新⼊社員に期待するレベルの英語⼒）の
・会話やナレーションをある程度は聞き取ることができる。
・英⽂をある程度は理解できる。
・⽂法や語彙の知識がある程度は⾝についており、使⽤できる。



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

TOEICⅠ(Advanced) 英語 1 2

これまでに⾝につけた英語⼒の⼀層の充実に努め、コミュニケー
ション、異⽂化理解、およびビジネスの⼿段としての英語の運⽤⼒
を⾝につけます。
具体的には、⽂法の基礎を理解し、語彙の学習を通じて様々な英語
表現を⾝につけ、リスニングやリーディングの訓練によって⽇常⽣
活やビジネスの場⾯における英語コミュニケーション能⼒の向上を
図ります。また、就職活動や卒業後の社会⽣活・キャリア形成のた
めにTOEICのスコアアップを⽬指します。
対⾯授業とオンデマンド授業を併⽤し、知識理解と⾃主学習を循環
させる形式でTOEICに対応し得る英語⼒を⾼めることを狙いとしま
す。オンデマンド授業では、説明と問題演習をビデオ講義形式で⾏
い、TOEICの各Partの特徴や取り組み⽅などについての理解を深めま
す。対⾯授業では、オンデマンド授業の内容を踏まえて実践的な問
題演習を⾏い、TOEICのスコアアップに必要なリスニング⼒・リー
ディング⼒・語彙⼒を養成します。また、オンデマンド授業に関す
るフィードバックや質問への回答を通じてきめ細やかに学⽣に対応
することも⽬的としています。

TOEIC 600点レベル（上場企業の⼀般社員に求められるレベルの英語
⼒）の
・会話やナレーションを正確に聞き取ることができる。
・英⽂を正確に理解できる。
・⽂法や語彙の知識が⼗分に⾝についており、使⽤できる。

TOEIC 600点レベル（上場企業の⼀般社員に求められるレベルの英語
⼒）の
・会話やナレーションをある程度は聞き取ることができる。
・英⽂をある程度は理解できる。
・⽂法や語彙の知識がある程度は⾝についており、使⽤できる。

TOEICⅡ(Basic) 英語 1 2

これまでに⾝につけた英語⼒の⼀層の充実に努め、コミュニケー
ション、異⽂化理解、およびビジネスの⼿段としての英語の運⽤⼒
を⾝につけます。
具体的には、⽂法の基礎を理解し、語彙の学習を通じて様々な英語
表現を⾝につけ、リスニングやリーディングの訓練によって⽇常⽣
活やビジネスの場⾯における英語コミュニケーション能⼒の向上を
図ります。また、就職活動や卒業後の社会⽣活・キャリア形成のた
めにTOEICのスコアアップを⽬指します。
対⾯授業とオンデマンド授業を併⽤し、知識理解と⾃主学習を循環
させる形式でTOEICに対応し得る英語⼒を⾼めることを狙いとしま
す。オンデマンド授業では、説明と問題演習をビデオ講義形式で⾏
い、TOEICの各Partの特徴や取り組み⽅などについての理解を深めま
す。対⾯授業では、オンデマンド授業の内容を踏まえて実践的な問
題演習を⾏い、TOEICのスコアアップに必要なリスニング⼒・リー
ディング⼒・語彙⼒を養成します。また、オンデマンド授業に関す
るフィードバックや質問への回答を通じてきめ細やかに学⽣に対応
することも⽬的としています。

TOEIC 500点レベル（企業が新⼊社員に期待するレベルの英語⼒）の
・会話やナレーションを正確に聞き取ることができる。
・英⽂を正確に理解できる。
・⽂法や語彙の知識が⼗分に⾝についており、使⽤できる。

TOEIC 500点レベル（企業が新⼊社員に期待するレベルの英語⼒）の
・会話やナレーションを最低限聞き取ることができる。
・英⽂を最低限理解できる。
・⽂法や語彙の知識が最低限⾝についており、使⽤できる。

TOEICⅡ
(Intermediate)

英語 1 2

これまでに⾝につけた英語⼒の⼀層の充実に努め、コミュニケー
ション、異⽂化理解、およびビジネスの⼿段としての英語の運⽤⼒
を⾝につけます。
具体的には、⽂法の基礎を理解し、語彙の学習を通じて様々な英語
表現を⾝につけ、リスニングやリーディングの訓練によって⽇常⽣
活やビジネスの場⾯における英語コミュニケーション能⼒の向上を
図ります。また、就職活動や卒業後の社会⽣活・キャリア形成のた
めにTOEICのスコアアップを⽬指します。
対⾯授業とオンデマンド授業を併⽤し、知識理解と⾃主学習を循環
させる形式でTOEICに対応し得る英語⼒を⾼めることを狙いとしま
す。オンデマンド授業では、説明と問題演習をビデオ講義形式で⾏
い、TOEICの各Partの特徴や取り組み⽅などについての理解を深めま
す。対⾯授業では、オンデマンド授業の内容を踏まえて実践的な問
題演習を⾏い、TOEICのスコアアップに必要なリスニング⼒・リー
ディング⼒・語彙⼒を養成します。また、オンデマンド授業に関す
るフィードバックや質問への回答を通じてきめ細やかに学⽣に対応
することも⽬的としています。

TOEIC 600点レベル（上場企業の⼀般社員に求められるレベルの英語
⼒）の
・会話やナレーションを正確に聞き取ることができる。
・英⽂を正確に理解できる。
・⽂法や語彙の知識が⼗分に⾝についており、使⽤できる。

TOEIC 600点レベル（上場企業の⼀般社員に求められるレベルの英語
⼒）の
・会話やナレーションをある程度は聞き取ることができる。
・英⽂をある程度は理解できる。
・⽂法や語彙の知識がある程度は⾝についており、使⽤できる。

TOEICⅡ(High-
Intermediate)

英語 1 2

これまでに⾝につけた英語⼒の⼀層の充実に努め、コミュニケー
ション、異⽂化理解、およびビジネスの⼿段としての英語の運⽤⼒
を⾝につけます。
具体的には、⽂法の基礎を理解し、語彙の学習を通じて様々な英語
表現を⾝につけ、リスニングやリーディングの訓練によって⽇常⽣
活やビジネスの場⾯における英語コミュニケーション能⼒の向上を
図ります。また、就職活動や卒業後の社会⽣活・キャリア形成のた
めにTOEICのスコアアップを⽬指します。
対⾯授業とオンデマンド授業を併⽤し、知識理解と⾃主学習を循環
させる形式でTOEICに対応し得る英語⼒を⾼めることを狙いとしま
す。オンデマンド授業では、説明と問題演習をビデオ講義形式で⾏
い、TOEICの各Partの特徴や取り組み⽅などについての理解を深めま
す。対⾯授業では、オンデマンド授業の内容を踏まえて実践的な問
題演習を⾏い、TOEICのスコアアップに必要なリスニング⼒・リー
ディング⼒・語彙⼒を養成します。また、オンデマンド授業に関す
るフィードバックや質問への回答を通じてきめ細やかに学⽣に対応
することも⽬的としています。

TOEIC 600点レベル（上場企業の⼀般社員に求められるレベルの英語
⼒）の
・会話やナレーションを正確に聞き取ることができる。
・英⽂を正確に理解できる。
・⽂法や語彙の知識が⼗分に⾝についており、使⽤できる。

TOEIC 600点レベル（上場企業の⼀般社員に求められるレベルの英語
⼒）の
・会話やナレーションをある程度は聞き取ることができる。
・英⽂をある程度は理解できる。
・⽂法や語彙の知識がある程度は⾝についており、使⽤できる。

TOEICⅡ(Advanced) 英語 1 2

これまでに⾝につけた英語⼒の⼀層の充実に努め、コミュニケー
ション、異⽂化理解、およびビジネスの⼿段としての英語の運⽤⼒
を⾝につけます。
具体的には、⽂法の基礎を理解し、語彙の学習を通じて様々な英語
表現を⾝につけ、リスニングやリーディングの訓練によって⽇常⽣
活やビジネスの場⾯における英語コミュニケーション能⼒の向上を
図ります。また、就職活動や卒業後の社会⽣活・キャリア形成のた
めにTOEICのスコアアップを⽬指します。
対⾯授業とオンデマンド授業を併⽤し、知識理解と⾃主学習を循環
させる形式でTOEICに対応し得る英語⼒を⾼めることを狙いとしま
す。オンデマンド授業では、説明と問題演習をビデオ講義形式で⾏
い、TOEICの各Partの特徴や取り組み⽅などについての理解を深めま
す。対⾯授業では、オンデマンド授業の内容を踏まえて実践的な問
題演習を⾏い、TOEICのスコアアップに必要なリスニング⼒・リー
ディング⼒・語彙⼒を養成します。また、オンデマンド授業に関す
るフィードバックや質問への回答を通じてきめ細やかに学⽣に対応
することも⽬的としています。

TOEIC 700点レベル（海外部⾨で働くことができるレベルの英語⼒）
の
・会話やナレーションを正確に聞き取ることができる。
・英⽂を正確に理解できる。
・⽂法や語彙の知識が⼗分に⾝についており、使⽤できる。

TOEIC 700点レベル（海外部⾨で働くことができるレベルの英語⼒）
の
・会話やナレーションをある程度は聞き取ることができる。
・英⽂をある程度は理解できる。
・⽂法や語彙の知識がある程度は⾝についており、使⽤できる。

フランス語Ⅰ（⼊⾨） 初習外国語 1 2

初学者を対象に、フランス語を学ぶ楽しさを知り、⽂化としてこれ
を学ぶ意味を⾃覚することを主眼に置きながら、初歩的なフランス
語を習得する。具体的には、発⾳の規則、⽂法の初歩、簡単な⽇常
会話などを学んでいく。また、フランス語を学ぶ楽しさと意味をよ
り深く認識すべく、⾔葉の⽂化的背景（⽣活、社会、⽂学、芸術、
歴史、地理、メディア等）などにも触れて理解する。

１．フランス語の発⾳の仕組みや特徴を理解し、その運⽤に習熟す
ることができる。
２．フランス語の⽂字表記の仕組みや特徴を理解し、その運⽤に習
熟することができる。
３．フランス語の基礎的な語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理解
し、その運⽤に習熟することができる。
４．フランス語の基礎的な⽂法や構⽂を理解し、その運⽤に習熟す
ることができる。
５．フランス語圏の⽂化に関する初歩的な事象について的確に説明
することができる。

１．フランス語の発⾳の仕組みや特徴を理解し、その基本的な運⽤
を⾏うことができる。
２．フランス語の⽂字表記の仕組みや特徴を理解し、その基本的な
運⽤を⾏うことができる。
３．フランス語の基礎的な語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理解
し、その基本的な運⽤を⾏うことができる。
４．フランス語の基礎的な⽂法や構⽂を理解し、その基本的な運⽤
を⾏うことができる。
５．フランス語圏の⽂化に関する初歩的な事象について概略を説明
することができる。



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

フランス語Ⅱ（表現） 初習外国語 1 2

「フランス語Ⅰ（⼊⾨）」をすでに履修し、初歩的なフランス語に
なじみ、これを学ぶ意味を⾃覚した学⽣が、⽂化としてのフランス
語を本格的に学び、⾝につけてゆくための基礎固めをする。すなわ
ち、フランス語の初級⽂法を体系的に学び、その運⽤能⼒を培うと
ともに、⼝語表現能⼒を向上させる。

１．フランス語の初級レベルの語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理
解し、その運⽤に習熟することができる。
２．フランス語の初級レベルの⽂法や構⽂を体系的に理解し、その
運⽤に習熟することができる。
３．フランス語圏の⽂化に関する基本的な事象について正確に説明
することができる。

１．フランス語の初級レベルの語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理
解し、その基本的な運⽤を⾏うことができる。
２．フランス語の初級レベルの⽂法や構⽂を体系的に理解し、その
基本的な運⽤を⾏うことができる。
３．フランス語圏の⽂化に関する基本的な事象について概略を説明
することができる。

応⽤フランス語（総
合）

初習外国語 2・3・4 2

「フランス語Ⅰ・Ⅱ」を学んだ学⽣が、実践的な語学⼒を⾝につけ
る。具体的には、初級レベルの復習に留意しつつ、みずからの関⼼
や必要に応じた内容（講読、会話、⽂法、作⽂、検定試験対策等）
のトレーニングを⾏う。フランス語圏の社会⽣活のなかで⾏われる
意⾒交換の機会に、他者の意⾒を理解し、⾃分の意⾒を表現する⼒
を培う。それと同時に⾃国の⽂化とフランス語圏の⽂化の相違を⽐
較し、異⽂化を理解する⼟台を作る。

１．フランス語の中級レベルの語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理
解し、その実践的な運⽤に習熟することができる。
２．フランス語の中級レベルの⽂法や構⽂を理解し、その実践的な
運⽤に習熟することができる。
３．フランス語圏の⽂化に関する⼀般的な事象について、⾃⾝の⽂
化とも⽐較しながら、正確に説明することができる。

１．フランス語の中級レベルの語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理
解し、その実践的な運⽤を⼀定程度⾏うことができる。
２．フランス語の中級レベルの⽂法や構⽂を理解し、その実践的な
運⽤を⼀定程度⾏うことができる。
３．フランス語圏の⽂化に関する⼀般的な事象について、⾃⾝の⽂
化とも⽐較しながら、概略を説明することができる。

中国語Ⅰ（⼊⾨） 初習外国語 1 2

初学者を対象に、中国語を学ぶ楽しさを知り、⽂化としてこれを学
ぶ意味を⾃覚することを主眼に置きながら、初歩的な中国語を習得
する。具体的には、発⾳のしくみとその表記法であるピンインから
始まり、⽂法の初歩、簡単な⽇常会話などを学んでいく。また、中
国語を学ぶ楽しさと意味をより深く認識すべく、⾔葉の⽂化的背景
（⽣活、社会、⽂学、芸術、歴史、地理等）などにも触れて理解す
る。

１．中国語の発⾳の仕組みや特徴を理解し、その運⽤に習熟するこ
とができる。
２．中国語の⽂字表記の仕組みや特徴を理解し、その運⽤に習熟す
ることができる。
３．中国語の基礎的な語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理解し、そ
の運⽤に習熟することができる。
４．中国語の基礎的な⽂法や構⽂を理解し、その運⽤に習熟するこ
とができる。
５．中国語圏の⽂化に関する初歩的な事象について正確に説明する
ことができる。

１．中国語の発⾳の仕組みや特徴を理解し、その基本的な運⽤を⾏
うことができる。
２．中国語の⽂字表記の仕組みや特徴を理解し、その基本的な運⽤
を⾏うことができる。
３．中国語の基礎的な語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理解し、そ
の基本的な運⽤を⾏うことができる。
４．中国語の基礎的な⽂法や構⽂を理解し、その基本的な運⽤を⾏
うことができる。
５．中国語圏の⽂化に関する初歩的な事象について概略を説明する
ことができる。

中国語Ⅱ（表現） 初習外国語 1 2

「中国語Ⅰ（⼊⾨）」をすでに履修し、初歩的な中国語になじみ、
これを学ぶ意味を⾃覚した学⽣が、⽂化としての中国語を本格的に
学び、⾝につけてゆくための基礎固めをする。すなわち、中国語の
初級⽂法を体系的に学び、その運⽤能⼒を培うとともに、⼝語表現
能⼒を向上させる。

１．中国語の初級レベルの語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理解
し、その運⽤に習熟することができる。
２．中国語の初級レベルの⽂法や構⽂を体系的に理解し、その運⽤
に習熟することができる。
３．中国語圏の⽂化に関する基本的な事象について正確に説明する
ことができる。

１．中国語の初級レベルの語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理解
し、その基本的な運⽤を⾏うことができる。
２．中国語の初級レベルの⽂法や構⽂を体系的に理解し、その基本
的な運⽤を⾏うことができる。
３．中国語圏の⽂化に関する基本的な事象について概略を説明する
ことができる。

応⽤中国語（総合） 初習外国語 2・3・4 2

「中国語Ⅰ・Ⅱ」を学んだ学⽣が、実践的な語学⼒を⾝につける。
具体的には、初級レベルの復習に留意しつつ、みずからの関⼼や必
要に応じた内容（講読、会話、⽂法、作⽂、検定試験対策等）のト
レーニングを⾏う。

１．中国語の中級レベルの語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理解
し、その実践的な運⽤に習熟することができる。
２．中国語の中級レベルの⽂法や構⽂を理解し、その実践的な運⽤
に習熟することができる。
３．中国語圏の⽂化に関する⼀般的な事象について、⾃⾝の⽂化と
も⽐較しながら、正確に説明することができる。

１．中国語の中級レベルの語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理解
し、その実践的な運⽤を⼀定程度⾏うことができる。
２．中国語の中級レベルの⽂法や構⽂を理解し、その実践的な運⽤
を⼀定程度⾏うことができる。
３．中国語圏の⽂化に関する⼀般的な事象について、⾃⾝の⽂化と
も⽐較しながら、概略を説明することができる。

ドイツ語Ⅰ（⼊⾨） 初習外国語 1 2

ドイツ語を学ぶ楽しさを味わいつつ、⽂化としてのドイツ語学習の
意味を視野に⼊れて、初歩的なドイツ語を習得する。すなわち、発
⾳の規則、⽂法の初歩を学び、簡単な⽇常会話に習熟するととも
に、ドイツ語の⽂化的背景（⽣活、社会、⽂学、芸術、歴史、地
理、メディア等）にも触れて理解する。

１．ドイツ語の発⾳の仕組みや特徴を理解し、その運⽤に習熟する
ことができる。
２．ドイツ語の⽂字表記の仕組みや特徴を理解し、その運⽤に習熟
することができる。
３．ドイツ語の基礎的な語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理解し、
その運⽤に習熟することができる。
４．ドイツ語の基礎的な⽂法や構⽂を理解し、その運⽤に習熟する
ことができる。
５．ドイツ語圏の⽂化に関する初歩的な事象について的確に説明す
ることができる。

１．ドイツ語の発⾳の仕組みや特徴を理解し、その基本的な運⽤を
⾏うことができる。
２．ドイツ語の⽂字表記の仕組みや特徴を理解し、その基本的な運
⽤を⾏うことができる。
３．ドイツ語の基礎的な語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理解し、
その基本的な運⽤を⾏うことができる。
４．ドイツ語の基礎的な⽂法や構⽂を理解し、その基本的な運⽤を
⾏うことができる。
５．ドイツ語圏の⽂化に関する初歩的な事象について概略を説明す
ることができる。

ドイツ語Ⅱ（表現） 初習外国語 1 2

「ドイツ語Ⅰ（⼊⾨）」をすでに履修し、初歩的なドイツ語になじ
み、ドイツ語学習の意味を⾃覚した学⽣が、ドイツ語を本格的に学
び、⾝につけてゆくための基礎固めの科⽬として位置づける。具体
的には、ドイツ語の初級⽂法を体系的に理解し、その運⽤能⼒を⾝
につけるとともに、⽇常⽣活に役⽴つ⼝語表現能⼒の向上をめざ
す。

１．ドイツ語の初級レベルの語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理解
し、その運⽤に習熟することができる。
２．ドイツ語の初級レベルの⽂法や構⽂を体系的に理解し、その運
⽤に習熟することができる。
３．ドイツ語圏の⽂化に関する基本的な事象について正確に説明す
ることができる。

１．ドイツ語の初級レベルの語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理解
し、その基本的な運⽤を⾏うことができる。
２．ドイツ語の初級レベルの⽂法や構⽂を体系的に理解し、その基
本的な運⽤を⾏うことができる。
３．ドイツ語圏の⽂化に関する基本的な事象について概略を説明す
ることができる。

応⽤ドイツ語（総合） 初習外国語 2・3・4 2

「ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」を学んだ学⽣が、実践的な語学⼒を⾝につけ
る。具体的には、初級レベルの復習に留意しつつ、みずからの関⼼
や必要に応じた内容（講読、会話、⽂法、作⽂、検定試験対策等）
のトレーニングを⾏う。

１．ドイツ語の中級レベルの語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理解
し、その実践的な運⽤に習熟することができる。
２．ドイツ語の中級レベルの⽂法や構⽂を理解し、その実践的な運
⽤に習熟することができる。
３．ドイツ語圏の⽂化に関する⼀般的な事象について、⾃⾝の⽂化
とも⽐較しながら、正確に説明することができる。

１．ドイツ語の中級レベルの語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理解
し、その実践的な運⽤を⼀定程度⾏うことができる。
２．ドイツ語の中級レベルの⽂法や構⽂を理解し、その実践的な運
⽤を⼀定程度⾏うことができる。
３．ドイツ語圏の⽂化に関する⼀般的な事象について、⾃⾝の⽂化
とも⽐較しながら、概略を説明することができる。

コリア語Ⅰ（⼊⾨） 初習外国語 1 2

コリア語の⽂字の書き⽅にもなじみながら、発⾳と⽂法のアウトラ
インを学ぶことを主眼に、⽇常よく⽤いられる基本単語、基本表現
に親しむことを通じて、⽂化としてのコリア語とはどういう⾔葉で
あるか、そのおおまかな全体像を把握する。

１．コリア語の発⾳の仕組みや特徴を理解し、その運⽤に習熟する
ことができる。
２．コリア語の⽂字表記の仕組みや特徴を理解し、その運⽤に習熟
することができる。
３．コリア語の基礎的な語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理解し、
その運⽤に習熟することができる。
４．コリア語の基礎的な⽂法や構⽂を理解し、その運⽤に習熟する
ことができる。
５．コリア語圏の⽂化に関する初歩的な事象について正確に説明す
ることができる。

１．コリア語の発⾳の仕組みや特徴を理解し、その基本的な運⽤を
⾏うことができる。
２．コリア語の⽂字表記の仕組みや特徴を理解し、その基本的な運
⽤を⾏うことができる。
３．コリア語の基礎的な語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理解し、
その基本的な運⽤を⾏うことができる。
４．コリア語の基礎的な⽂法や構⽂を理解し、その基本的な運⽤を
⾏うことができる。
５．コリア語圏の⽂化に関する初歩的な事象について概略を説明す
ることができる。

コリア語Ⅱ（表現） 初習外国語 1 2

「コリア語Ⅰ（⼊⾨）」を踏まえ、「聞く、話す、書く、読む」の
幅広い運⽤能⼒を⾝につける。

１．コリア語の基礎的な語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理解し、
その実践的な運⽤に習熟することができる。
２．コリア語の基礎的な⽂法や構⽂を理解し、その実践的な運⽤に
習熟することができる。
３．コリア語圏の⽂化に関する⼀般的な事象について、⾃⾝の⽂化
とも⽐較しながら、正確に説明することができる。

１．コリア語の基礎的な語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理解し、
その実践的な運⽤を⼀定程度⾏うことができる。
２．コリア語の基礎的な⽂法や構⽂を理解し、その実践的な運⽤を
⼀定程度⾏うことができる。
３．コリア語圏の⽂化に関する⼀般的な事象について、⾃⾝の⽂化
とも⽐較しながら、概略を説明することができる。

スペイン語Ⅰ（⼊⾨） 初習外国語 1 2

スペイン語の発⾳と⽂法のアウトラインを学ぶことを主眼に、⽇常
よく⽤いられる基本単語、基本表現、重要動詞の活⽤などに親しむ
ことを通じて、⽂化としてのスペイン語とはどういう⾔葉である
か、そのおおまかな全体像を把握する。

１．スペイン語の発⾳の仕組みや特徴を理解し、その運⽤に習熟す
ることができる。
２．スペイン語の⽂字表記の仕組みや特徴を理解し、その運⽤に習
熟することができる。
３．スペイン語の基礎的な語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理解
し、その運⽤に習熟することができる。
４．スペイン語の基礎的な⽂法や構⽂を理解し、その運⽤に習熟す
ることができる。
５．スペイン語圏の⽂化に関する初歩的な事象について正確に説明
することができる。

１．スペイン語の発⾳の仕組みや特徴を理解し、その基本的な運⽤
を⾏うことができる。
２．スペイン語の⽂字表記の仕組みや特徴を理解し、その基本的な
運⽤を⾏うことができる。
３．スペイン語の基礎的な語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理解
し、その基本的な運⽤を⾏うことができる。
４．スペイン語の基礎的な⽂法や構⽂を理解し、その基本的な運⽤
を⾏うことができる。
５．スペイン語圏の⽂化に関する初歩的な事象について概略を説明
することができる。



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

スペイン語Ⅱ（表現） 初習外国語 1 2

「スペインⅠ（⼊⾨）」を踏まえ、「聞く、話す、書く、読む」の
幅広い運⽤能⼒を⾝につける。

１．スペイン語の基礎的な語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理解
し、その実践的な運⽤に習熟することができる。
２．スペイン語の基礎的な⽂法や構⽂を理解し、その実践的な運⽤
に習熟することができる。
３．スペイン語圏の⽂化に関する⼀般的な事象について、⾃⾝の⽂
化とも⽐較しながら、正確に説明することができる。

１．スペイン語の基礎的な語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理解
し、その実践的な運⽤を⼀定程度⾏うことができる。
２．スペイン語の基礎的な⽂法や構⽂を理解し、その実践的な運⽤
を⼀定程度⾏うことができる。
３．スペイン語圏の⽂化に関する⼀般的な事象について、⾃⾝の⽂
化とも⽐較しながら、概略を説明することができる。

イタリア語 初習外国語 1 2

イタリア語の発⾳と⽂法のアウトラインを学ぶことを主眼に、⽇常
よく⽤いられる基本単語、基本表現、重要動詞の活⽤などに親しむ
ことを通じて、⽂化としてのイタリア語とはどういう⾔葉である
か、そのおおまかな全体像を把握する。

１．イタリア語の発⾳の仕組みや特徴を理解し、その運⽤に習熟す
ることができる。
２．イタリア語の⽂字表記の仕組みや特徴を理解し、その運⽤に習
熟することができる。
３．イタリア語の基礎的な語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理解
し、その運⽤に習熟することができる。
４．イタリア語の基礎的な⽂法や構⽂を理解し、その運⽤に習熟す
ることができる。
５．イタリア語圏の⽂化に関する初歩的な事象について正確に説明
することができる。

１．イタリア語の発⾳の仕組みや特徴を理解し、その基本的な運⽤
を⾏うことができる。
２．イタリア語の⽂字表記の仕組みや特徴を理解し、その基本的な
運⽤を⾏うことができる。
３．イタリア語の基礎的な語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理解
し、その基本的な運⽤を⾏うことができる。
４．イタリア語の基礎的な⽂法や構⽂を理解し、その基本的な運⽤
を⾏うことができる。
５．イタリア語圏の⽂化に関する初歩的な事象について概略を説明
することができる。

アラビア語 初習外国語 1 2

アラビア語の⽂字の書き⽅にもなじみながら、発⾳と⽂法のアウト
ラインを学ぶことを主眼に、⽇常よく⽤いられる基本単語、基本表
現に親しむことを通じて、⽂化としてのアラビア語とはどういう⾔
葉であるか、そのおおまかな全体像を把握する。

１．アラビア語の発⾳の仕組みや特徴を理解し、その運⽤に習熟す
ることができる。
２．アラビア語の⽂字表記の仕組みや特徴を理解し、その運⽤に習
熟することができる。
３．アラビア語の基礎的な語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理解
し、その運⽤に習熟することができる。
４．アラビア語の基礎的な⽂法や構⽂を理解し、その運⽤に習熟す
ることができる。
５．アラビア語圏の⽂化に関する初歩的な事象について正確に説明
することができる。

１．アラビア語の発⾳の仕組みや特徴を理解し、その基本的な運⽤
を⾏うことができる。
２．アラビア語の⽂字表記の仕組みや特徴を理解し、その基本的な
運⽤を⾏うことができる。
３．アラビア語の基礎的な語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理解
し、その基本的な運⽤を⾏うことができる。
４．アラビア語の基礎的な⽂法や構⽂を理解し、その基本的な運⽤
を⾏うことができる。
５．アラビア語圏の⽂化に関する初歩的な事象について概略を説明
することができる。

基礎⽇本語（留学⽣対
象）

初習外国語 1・2 2

中級後半レベルの教材（⽇本語や⽇本⽂化、⽇本の社会など、専⾨
分野と関係があると思われる内容のエッセイや論⽂）を使⽤し、⽂
法の知識や語彙を増やすとともに、専⾨書を読む準備段階としての
読解⼒を養う。また、レポートや論⽂を書くための基本的な⽂章表
現⼒を⾝につける。

１．中級後半レベルの語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理解し、そ
の運⽤に習熟することができる。
２．中級後半レベルの⽂法や構⽂を理解し、その運⽤に習熟するこ
とができる。
３．専⾨書を読む準備段階として、中級後半レベルの教材（⽇本語
や⽇本⽂化、⽇本の社会など、専⾨分野と関係があると思われる内
容のエッセイや論⽂）の読解に習熟することができる。
４．話しことばと書きことばの違いを理解し、論理的な⽂章に特有
な表現を⽤いたり、段落構成を考えたりしながら、レポートや論⽂
作成に必要な基本的な⽂章表現に習熟することができる。

１．中級後半レベルの語彙の発⾳・表記・意味・⽤法を理解し、そ
の基本的な運⽤を⾏うことができる。
２．中級後半レベルの⽂法や構⽂を理解し、その基本的な運⽤を⾏
うことができる。
３．専⾨書を読む準備段階として、中級後半レベルの教材（⽇本語
や⽇本⽂化、⽇本の社会など、専⾨分野と関係があると思われる内
容のエッセイや論⽂）の基本的な読解を⾏うことができる。
４．話しことばと書きことばの違いを理解し、論理的な⽂章に特有
な表現を⽤いたり、段落構成を考えたりしながら、レポートや論⽂
作成に必要な基本的な⽂章表現を⾏うことができる。

応⽤⽇本語（留学⽣対
象）

初習外国語 1・2 2

講義の聴き⽅やノートのとり⽅、情報収集の⽅法など、講義や演習
などの学習場⾯において必要となるスキルを習得する。また、これ
らの知識を元に、⾃ら選んだテーマに沿って演習を⾏い、⼝頭発表
（読み取った⽂章・資料の内容を説明したり、⾃分の意⾒を筋道⽴
てて述べたりする練習）やレポート作成のスキルを⾝につける。

１．講義の聴き⽅やノートのとり⽅、情報収集の⽅法など、講義や
演習などの学習場⾯において必要となるスキルの運⽤に習熟するこ
とができる。
２．⼝頭発表やレポート作成のためのスキルの運⽤に習熟すること
ができる。
３．講義や演習などの学習場⾯にとどまらない、キャンパス内外で
の円滑なコミュニケーション（挨拶や質問の仕⽅、メールの書き⽅
など）に必要なスキルの運⽤に習熟することができる。

１．講義の聴き⽅やノートのとり⽅、情報収集の⽅法など、講義や
演習などの学習場⾯において必要となるスキルの基本的な運⽤を⾏
うことができる。
２．⼝頭発表やレポート作成のためのスキルの基本的な運⽤を⾏う
ことができる。
３．講義や演習などの学習場⾯にとどまらない、キャンパス内外で
の円滑なコミュニケーション（挨拶や質問の仕⽅、メールの書き⽅
など）に必要なスキルの基本的な運⽤を⾏うことができる。

⽇本の歴史を学ぶ
⼈間を理解するため
の教養

1・2・
3・4

2

現代の社会・⽂化・国家・政治・経済・外交を理解するためには、
歴史についての幅広い教養が必要である。この科⽬は、⽇本史の全
体史を意識した講義内容とする。「⽇本」史とはいうものの、視点
を⽇本国内のみに閉ざすのではなく、世界史の展開に⽬を向けつ
つ、⽇本歴史の基礎を学ぶ。

講義の内容を⼗分に理解し、取り上げられた⽇本史の歴史的事象の
うち、基本的な事柄について⼗分に説明することができる。

講義の内容を理解し、取り上げられた⽇本史の歴史的事象のうち、
基本的な事柄について説明することができる。

世界の歴史を学ぶ
⼈間を理解するため
の教養

1・2・
3・4

2

グローバル・ヒストリーの観点から、⽇本を含めた世界の諸地域
（ヨーロッパ、アジア、アフリカなど）にかんして、時代の流れの
中で各地域がどのように結びつき、それはどのような政治的、経済
的、軍事的な⽂脈において起こったものであるのか、そしてその結
びつきは社会的、⽂化的にどのような影響を各地域に与え、次の時
代の前提となったのかについて理解する。この観点から、古代
（ローマ帝国から中国）、中世（⼗字軍）、近世（⼤航海時代から
初期植⺠化）、近代（帝国主義）、現代（脱植⺠地化と21世紀のグ
ローバル化）について、重点を置きつつ具体的に考察する。

・世界の歴史が、各地域で独⽴して存在しているのではなく、相互
の結びつきの中で形成されていることを⼗分に理解し、解釈できる
ようになる。
・それぞれの時代における世界の各地域の結びつき⽅（結びつける
要因）について、具体的に説明することができる。
・それぞれの時代の各地域の状況について、その概要を正確に説明
することができる。
・現在のグローバル化を歴史的な背景から具体的に解釈することが
できる。

・世界の歴史が、各地域で独⽴して存在しているのではなく、相互
の結びつきの中で形成されていることを理解し、解釈できるように
なる。
・それぞれの時代における世界の各地域の結びつき⽅（結びつける
要因）について、最低限の説明をすることができる。
・それぞれの時代の各地域の状況について、その概要を説明するこ
とができる。
・現在のグローバル化を歴史的な背景から⼀定の解釈をすることが
できる。

⼈間と地理を学ぶ
⼈間を理解するため
の教養

1・2・
3・4

2

この科⽬では、「⼈⽂地理学」を取り扱う。⼈⽂地理学とは、地球
上の空間に展開する⼈⽂現象を総合的に把握する学問である。その
対象は、宗教、⾔語などの⽂化的事象から、産業などの経済活動、
都市や農村における居住など、多岐にわたる。そしてこれら諸事象
の相互作⽤や環境との交渉により表象する空間現象の仕組みを解明
することが、⼈⽂地理学の⽬的である。この講義では、⼈⽂地理学
の基礎的概念を学修し、⽂化、社会、産業、居住などの⼈⽂現象を
地理学的に理解する視座を学修する。

・⼈間活動の地理的分布についての様々なテーマを的確に設定し，
その特徴を⼈⽂地理学的に理解できる。
・地形図などの地図に表現された内容から、授業で扱うテーマに関
する情報を抽出し具体的に説明できる。
・地図やグラフなどから抽出した情報を、地理学の専⾨⽤語を⽤い
て具体的に説明できる。

・⼈間活動の地理的分布についての2〜3のテーマを設定して，その
特徴を⼈⽂地理学的に理解できる。
・地形図などの地図に表現された内容を、授業で扱う内容に関連付
けて考えることができる。
・地図やグラフなどから抽出した情報を、最低限度の専⾨⽤語を⽤
いて説明できる。

⽂学をひらく
⼈間を理解するため
の教養

1・2・
3・4

2

古今東⻄の⽂学作品を鑑賞することによって、⽂学とは何か、また
⽂学表現の特質とは何か、を学んでゆく。具体的には、⽂学が表現
する⼈⽣の多様さと豊かさに触れることにより、⽇々の⽣活の中に
美や感動、驚きを⾒出すとともに、⽂学に表現された深い⼈間理解
を通じて、⾃分⾃⾝はもちろん、他者の⼼をも⾒つめ直す。

１）授業で取り上げられた⽂学作品を、表現に即して理解し、創造
的・発展的に解釈することができる。また、その内容を、⾃分⾃⾝
の⾔葉で明確に表現できるようになる。
２）授業で取り上げられた⽂学作品の鑑賞を通じて、⽂学表現の特
質や多様性について知り、またそれらを、⽂学作品の背景にある歴
史的・社会的なコンテクストと結びつけて考えることができるよう
になる。
３）⽂学作品に表現された深い⼈間理解を通じて、⽇々の⽣活にお
ける⾃⼰や他者、さらには社会のありようを⾒つめ直す視点が持て
るようになる。

１）授業で取り上げられた⽂学作品を⾃分なりに理解し、解釈する
ことができる。また、その内容を表現できるようになる。
２）授業で取り上げられた⽂学作品の鑑賞を通じて、⽂学表現の特
質や多様性についてある程度は知り、またそれらが、⽂学作品の背
景にある歴史的・社会的なコンテクストと結びついているというこ
とを理解できるようになる。
３）⽂学作品の表現を通じて、⽇々の⽣活における⾃⼰や他者、さ
らには社会のありようを⾒つめ直すことの意義が理解できるように
なる。

芸術をひらく
⼈間を理解するため
の教養

1・2・
3・4

2

美術・⾳楽・演劇などの芸術作品を扱い、それを「芸術」として成
り⽴たせている社会的な枠組み、創造の過程や、同時代の⼈びとに
よる受容のされ⽅に触れることによって、複数の視点から物事を捉
える感性を養うとともに、芸術や⽂化の多様性を経験することを通
じて、みずからの価値観を相対化して捉えるすべを学ぶ。また、芸
術が今後の社会において果たすべき役割を考察することによって、
私たちが⽣きてゆく世界のあるべき姿を探ってゆく。

・美術・⾳楽・演劇などを芸術として成り⽴たせている社会的な枠
組みや、創造の過程、受容のされ⽅といった芸術をめぐる問題のあ
り⽅について正確に説明できるようになる。
・価値観の多様性への視点を⾝につけた上で、みずから問いを⽴
て、芸術についての考え⽅を⽤いて深く考察することができるよう
になる。
・授業で得た知識・考え⽅を、他分野への興味や理解を深めるため
に適切に応⽤することができるようになる。

・美術・⾳楽・演劇などを芸術として成り⽴たせている社会的な枠
組みや、創造の過程、受容のされ⽅といった芸術をめぐる問題のあ
り⽅についてある程度正確に説明できるようになる。
・価値観の多様性への視点を⾝につけた上で、みずから問いを⽴
て、芸術についての考え⽅を⽤いて⾃分なりに考察することができ
るようになる。
・授業で得た知識・考え⽅を、他分野への興味や理解を深めるため
に⾃分なりに適切に応⽤することができるようになる。



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

⼼理を学ぶ
⼈間を理解するため
の教養

1・2・
3・4

2

⼼理学とは、⼈間理解を⽬的とした学問である。そのため、この講
義では、(1)各々の受講⽣が⼼理学に関する幅広い知識を習得し、⾃
分⾃⾝に引きつけて、⼈間について思いを巡らすことを通して、⼈
間理解の⽅法に関する基本的枠組みを形づくること、(2)修得した知
識、技能等を⽇常⽣活に役⽴てられるようになること、の2点を学
ぶ。

(1)⼼理学の基礎的な概念を理論と関連づけて説明できる。
(2)⼼理学研究の技法を、実践例をふまえて説明できる。
(3)⼼理学の理論に基づいて⽇常⽣活の出来事を分析し考察できる。
(4)⼼理学の知識を対⼈関係や⽇常的なメンタルヘルスの改善に活か
そうとする意欲を、具体的な⽬標と共に表現できる。

(1)⼼理学の基礎的な概念を説明できる。
(2)⼼理学研究の技法を説明できる。
(3)⼼理学的の概念に基づいて⽇常⽣活の出来事を考察できる。
(4)⼼理学の知識を対⼈関係や⽇常的なメンタルヘルスの改善に活か
そうとする意欲を表現できる。

⾃⼰開発A
⼈間を理解するため
の教養

1 2

学⽣が⾃らの意志において、学内、学外を問わず、⾃⼰開発のため
に積極的に活動を起こし、異⽂化との交流を積極的に⾏って、豊か
な⼈間性を涵養する。（外国語の修得と異⽂化体験を⽬的とした海
外研修への参加等）

・⾃らの意思による異⽂化との交流等の活動を通して、積極性が⾝
につき、⾃分の⼈⽣観や世界観を広げることができるようになる。
・活動を通じて、創造的に⼈⽣を送るための問題意識や知識をしっ
かりと⾝につけることができるようになる。

・⾃らの意思による異⽂化との交流等の活動を通して、⾃分の⼈⽣
観や世界観を広げることができるようになる。
・活動を通じて、創造的に⼈⽣を送るための問題意識や知識をしっ
かりと⾝につけることができるようになる。

⾃⼰開発B
⼈間を理解するため
の教養

1 2

学⽣が⾃らの意志において、学内、学外を問わず、⾃⼰開発のため
に積極的に活動を起こし、社会活動を積極的に⾏って、豊かな⼈間
性を涵養する。（⼤学と提携しているインターンシップ、企業主催
のインターンシップ、PBL社会連携プログラム、ボランティア活動へ
の参加等）

・⾃らの意思による社会活動を通して、積極性が⾝につき、⾃分の
⼈⽣観や世界観を広げることができるようになる。
・活動を通じて、創造的に⼈⽣を送るための問題意識や知識をしっ
かりと⾝につけることができるようになる。

・⾃らの意思による社会活動を通して、⾃分の⼈⽣観や世界観を広
げることができるようになる。
・活動を通じて、創造的に⼈⽣を送るための問題意識や知識をしっ
かりと⾝につけることができるようになる。

法律を学ぶ（⽇本国憲
法）

社会を理解するため
の教養

1・2・
3・4

2

国の最⾼法規である⽇本国憲法と、憲法に基づき制定される法律
は、社会制度の基盤をなしており、私たちの⽣活に⽇々関わってい
る。この講義ではまず「法とは何か」について考える。法と道徳の
相違点、法の分類、裁判制度、裁判における法の解釈や適⽤の問題
など、法学の基礎理論を学習することにより、法の役割・性質を理
解する。次に、近代国家の形成の中で憲法が⽣じた過程を学習し、
憲法の考え⽅の基本を理解する。その上で、⽇本国憲法の制定の歴
史、憲法の基本原則、憲法の保障する権利、憲法の定める国家の統
治組織の仕組み等を学習し、法と私たちの⽣活との関わりについて
理解する。

・法の役割・性質について、講義で学習した様々な⾓度から説明す
ることができる。
・憲法の考え⽅の基本について、講義で学習した内容を踏まえて説
明することができる。
・⽇本国憲法について、その制定過程・基本原則・憲法の保障する
権利と憲法に定める統治機構の仕組みを説明することができる。
・法と私たちの⽣活との関わりを理解し、法が形作る社会制度のあ
り⽅について、⾃⾝の考えを⽰すことができる。

・法の役割・性質について、講義で学習した概念を理解し適切な⽂
脈で⽤いることができる。
・憲法の考え⽅の基本について、講義で学習した概念を理解し適切
な⽂脈で⽤いることができる。
・⽇本国憲法について、その制定過程・基本原則・憲法の保障する
権利と憲法に定める統治機構の仕組み等について基本的な事項を理
解し、講義で学習した語句等を適切な⽂脈で⽤いることができる

法律を学ぶ（概論）
社会を理解するため
の教養

1・2・
3・4

2

この科⽬は、私たちのとても⾝近にある社会問題・⽣活問題をとり
あげて、「法律とは何か」、「法律は、道徳や倫理とどのように違
うのか」など法学に関する⼊⾨的・基礎的な事項について，まずは
しっかりと理解する。そのうえで、過去に実際にあった様々な事件
（裁判例）を検討しながら、わが国には具体的にいかなる法律が存
在しているのか、そして、それらがどのように当該事件において解
釈・適⽤されることによって社会問題・⽣活問題が解決されている
のか、その筋道を考察していく。

・この授業で扱う「法」の概念や裁判制度に関する知識を修得して
いる。
・この授業で学んだ法解釈の技能に基づいて，⾝の回りの社会問
題・⽣活問題の解決⽅法を考察することができる。
・社会⽣活のルールに関⼼があり、公平な制度・解釈を求めること
について意欲を有している。

・この授業で扱う「法」の概念や裁判制度に関して基礎的な理解が
ある。
・この授業で学んだ法解釈の技能を習得している。
・社会⽣活のルールに関⼼がある。

政治を学ぶ
社会を理解するため
の教養

1・2・
3・4

2

政治とは、社会における紛争を解決し、対⽴を調整しながら、社会
の秩序を維持する⼈間の活動であり、政治学は、個⼈や集団の利害
や価値をめぐる紛争や対⽴について研究し、それらをどのように調
停できるかを考える学問である。この科⽬は、政治学の⼊⾨科⽬で
あり、まず選挙や政党、議会など政治制度の基礎概念を理解し、次
に政治過程に関わる政官関係、利益集団、地⽅⾃治、社会運動、⾮
営利団体、メディア、ジェンダーなどの働きや役割を分析するため
の基本的な⼿法を⾝につける。特に、⽇本社会における紛争や対⽴
の解決に政治がどのように取り組んでいるかに注⽬し、⽇本の政治
の特徴と問題点を実際の事例を交えながら考察する。

１．政治学の基礎概念について、社会科学の⽤語を⽤いて正確に説
明できる。
２．⽇本社会における利害や価値をめぐる紛争や対⽴の事例を⾒出
し、政治学の基礎概念を⽤いて分析することができる。

１．政治学の基礎概念について、基本的な事項を説明できる。
２．⽇本社会における利害や価値をめぐる紛争や対⽴の事例を⾒出
すことができる。

倫理学とは何か
社会を理解するため
の教養

1・2・
3・4

2

⼈間関係のあり⽅、ものの考え⽅など、倫理的問題系への関⼼を⾼
め、現代社会において倫理学が果たす意義は何かについて議論を深
める。近代以降、科学への信仰によってもたらされた⼈間観は、経
験、知覚その他を含むすべての⼈間のあり⽅を根底から変えてき
た。こうした⼈間概念の近代的変容について考える際に、⼈間関係
のあり⽅、ものの考え⽅、⾃⼰とは何か、他者とは何かといった、
現代に不可⽋な倫理的問題系をテーマとすることで、現代世界を倫
理学的に考察するための基礎的な考え⽅を涵養する。

・⼈間関係のあり⽅、ものの考え⽅など倫理のさまざまな問題、ま
た、近代以降の科学信仰によってもたらされた⼈間概念の変容につ
いて、明確に説明することができるようになる。
・⾃⼰や他者をめぐる倫理学の考え⽅を⾝につけた上で、みずから
問いを⽴て、倫理学の発想を⽤いて深く考察することができるよう
になる。
・授業で得た知識・考え⽅を、他分野への興味や理解を深めるため
に適切に応⽤することができるようになる。

・⼈間関係のあり⽅、ものの考え⽅など倫理のさまざまな問題、ま
た、近代以降の科学信仰によってもたらされた⼈間概念の変容につ
いて、ある程度明確に説明することができるようになる。
・⾃⼰や他者をめぐる倫理学の考え⽅を⾝につけた上で、みずから
問いを⽴て、倫理学の発想を⽤いて⾃分なりに考察することができ
るようになる。
・授業で得た知識・考え⽅を、他分野への興味や理解を深めるため
に⾃分なりに応⽤することができるようになる。

1.⼈間に関する関係主義的理解と実存主義的理解について概説的に説
明できるようになる。
2.⼈間(社会)の在り⽅の歴史的変遷について概説できるようになる。
3. ⼈間の本質に関する現代の代表的哲学説を概説できるようにな
る。
4.現代の⼈間疎外に関する哲学説を論理的に説明出来るようになる。

1.⼈間に関する関係主義的理解と実存主義的理解について論理的分析
的に説明できるようになる。
2.⼈間(社会)の在り⽅の歴史的変遷について具体例を⽰しながら説明
できるようになる。
3.⼈間の本質に関する現代の代表的哲学説を専⾨概念を⽤いて説明で
きるようになる。
4.現代の⼈間疎外の本質に関する哲学説を論理的に説明し、⾃分の⾔
葉で敷衍出来るようになる。

哲学の主要関⼼は、古来、対⾃然、対⼈間、対超越とされ、それぞ
れの対象の本質的意義に関する論理的探究が積み重ねられてきた。
この中でも特に対⼈間への関⼼は、そもそも対⾃然、対超越に関⼼
を⽰す⼈間⾃⾝を問うものでもあり、両者への関⼼の何たるかを考
える包括的視点を内包させていると⾔われている。その点で、対⼈
間への探求の視点は哲学の枢要に位置するものとされる。そこで本
講義では、概論として、対⼈間に関する哲学の視点を概観すること
にするが、特に哲学の歴史的成果を踏まえて、現代におけるその代
表的⽴場の幾つかを概説することにする。加えて現代における⼈間
疎外の諸問題(孤独・貧困・地域紛争等)についても哲学的視点を踏ま
えて触れる。さて、和辻哲郎によれば、⼈間とはそもそも「世の
中・世間」の意であり、本来の意味は社会のことであるという。さ
らにまた社会とは⼈と⼈の間(関係)によって成り⽴っているとされ、
この関係が個⼈の存在を規定するという(関係の第⼀義性)。そこでま
ず⼈間の関係の在り⽅を理解するために、哲学の所謂関係主義の⽴
場と、それと対⽴する実存主義(個⼈の第⼀義性)の⽴場を対⽐させて
講じる。次に基礎的確認として⼈間(社会)の在り⽅(様相・構造・シ
ステム)の歴史的変遷を具体例に触れながら概観する。以上を踏まえ
て、⼈間の本質的在り⽅及び現代の⼈間疎外の根本原因について、
ハイデッガー、ブーバー、アーレントなど現代を代表する哲学者た
ちの学説を概説する。また現代の哲学における対⾃然(⾃然科学との
対決)、対超越(宗教との対決)の在り⽅についても⼀瞥する。

2
1・2・
3・4

哲学とは何か
⼈間を理解するため
の教養



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

国際関係を学ぶ
社会を理解するため
の教養

1・2・
3・4

2

現在の国際関係を理解するうえで重要な基本的な概念や理論を学ぶ
とともに、国際社会を構成するさまざまな主体や集団、国際的な原
則や諸制度の特質に関する理解を深める。また国際関係における暴
⼒と平和の問題や諸国家間の協⼒の問題について⾃分なりに考察す
るための基礎的な知識を習得する。そのうえで国際社会に⽣きる⼀
員として何ができるか、国家の政策はどのようにあるべきかを、具
体的に考察する。

現在の国際秩序に関する概念的な理解を深めるとともに、国際社会
におけるさまざまな主体や集団、国際的な原則や諸制度の特質、そ
して国際関係における暴⼒と平和や協⼒の問題について理解でき
る。
国際関係で起こるさまざまな問題について⾃分なりに考察できる。

現在の国際秩序に関する概念的な理解を深めるとともに、国際社会
におけるさまざまな主体や集団、国際的な原則や諸制度の特質、そ
して国際関係における暴⼒と平和や協⼒の問題について理解でき
る。

地域社会と家族を学ぶ
社会を理解するため
の教養

1・2・
3・4

2

⽣活の多くの部分が社会化されてきた現代において、家族の意味や
役割は⼤きく変化してきている。本科⽬では、超少⼦⾼齢化を迎え
るこれからの社会において⼦育て⽀援や⾼齢者の介護など現代の家
族を取り巻く多様な課題を取り上げながら、家族および個⼈・社会
との関係やその影響について客観的な視点から考え、理解を深め
る。

・現代の家族を取り巻く課題について、独⾃の考えを持って説明で
きる。
・家族および個⼈・社会との関係やその影響について、客観的な視
点で理解できる。

・現代の家族を取り巻く課題について、講義の範囲内でおおかた説
明できる。
・家族および個⼈・社会との関係やその影響について、講義の範囲
内でおおかた理解できる。

経済を学ぶ
社会を理解するため
の教養

1・2・
3・4

2

基礎的な経済理論を学習する。最初に、経済学が対象とする合理的
な個⼈、その⾏動を組織化する市場、これらに基づく経済学の科学
としての性格、またその限界等について触れる。その後、交換のメ
リットを理解するため、⽐較優位の理論について学ぶ。続いて市
場、競争、需要、供給、均衡の概念を学び、市場による資源の配分
が好ましい性質を持つことを理解する。また、市場による配分がう
まくいかないケース、政府の役割等も学習する。さらに、GDP、物
価、インフレーション等のマクロ経済学の概念にも触れ、短期の
GDPやインフレ率決定の理論も学習する。

現実に⽇本や世界経済で発⽣している現象に興味を持ち、学習した
理論を応⽤して、⾃らそれらを解明する能⼒を⾝につけている。

・ミクロ経済学、マクロ経済学がどのような現象を分析する学問で
あるかが理解できている。・それぞれの分野に登場する基本的な概
念、理論について理解、説明することができる。

社会を学ぶ
社会を理解するため
の教養

1・2・
3・4

2

近代の社会科学の多く（経済学、法学、政治学等）が、その対象領
域を厳密に限定しつつ、専⾨分化的に発展してきたのに対して、社
会学は、論理と実証に基づく経験科学でありつつ、しかも、あらゆ
る社会事象を対象とし、そのさまざまな側⾯を横断的、統合的に捉
えようとする開かれた学問として成⽴した。それゆえ社会学は、も
ともと、⼯業化、都市化、情報化といった近代社会のマクロな変動
を捉えるのに適した認識⽅法であったが、その柔軟性、包括性のゆ
えに、現代が直⾯するマクロな社会変動からミクロな⼈間関係の変
化に⾄る諸問題――すなわち、グローバリゼーションの問題、環境
問題、⺠族問題、宗教対⽴の問題から、地域社会の問題、家族の問
題、⾼齢化の問題、ジェンダーの問題、⼦供の問題に⾄るまで――
に対しても有効な認識⽅法であり続けている。そうした社会学の成
⽴と発展の跡を辿りつつ、その基礎概念と⽅法を理解したうえで、
社会学が実際に現代社会の諸問題をどう捉えているかを学ぶ。

・授業を通して得た教養を通して⾃分の⼈⽣観や世界観を広げるこ
とができるようになる。
・社会学的な問題意識と社会学的⽅法論を⽤いて、現代社会の諸問
題がどのように論じられているかを説明できる。

・授業を通して得た教養を通して⾃分の⼈⽣観や世界観を最低限広
げる。
・社会学的な問題意識と社会学的⽅法論を⽤いて、現代社会の諸問
題がどのように論じられているかを最低限説明する。

⾃然と地理を学ぶ
⾃然を理解するため
の教養

1・2・
3・4

2

⾃然地理学とは、私たちを取り巻く⾃然環境と⼈間との関係を解明
し考察する学問である。私たちの⽣活は、地形、気候、⽔⽂、植⽣
などの様々な⾃然環境の影響を受けている。この講義では、現代⼈
の⽣活が、⾃然環境からどのような影響を受け、どのように結びつ
いているのかを理解するために、地形、気候、⽔⽂など⾝近な⾃然
環境の特徴を⾃然地理学的視座から学修する。

・世界各地の地形、気候、⽔⽂、植⽣など様々な⾃然環境の特徴
を、⾃然地理学の専⾨⽤語を⽤いて具体的に説明できる。
・⾃然環境と⼈間⽣活の関係を⼗分に理解し、⾃然災害など⾃然環
境の急変に対応するための⽅法を主体的に提⾔できる。
・地形図に記載された情報を⼗分に理解したうえで、そこに記載さ
れた地形、植⽣などの⾃然環境の特徴を具体的に説明できる。

・世界各地の地形、気候、⽔⽂、植⽣などについてのいくつかの⾃
然環境の特徴を、最低限の専⾨⽤語を⽤いて説明できる。
・⾃然環境と⼈間⽣活の関係をある程度理解し、⾃然災害など⾃然
環境の急変に対応するための⽅法を考えることができる。
・地形図に記載された情報をある程度理解したうえで、その内容を
⾃然地理学的に説明できる。

数学への招待
⾃然を理解するため
の教養

1・2・
3・4

2

⼀⾒すると不規則で⼿が出せないように感じる事項でも、その根本
を探ると簡単な法則や原理に基づいていることが少なくないが、数
学はその根源を突き詰める作業そのものを学ぶ学問の⼀つである。
この科⽬では、数学的なものの⾒⽅や考え⽅に触れると共に、数学
の美しさや⾯⽩さ、便利さを体験し、同時に数学の歴史や数学者の
素顔に迫る。具体的には数の概念から始めて、関数・幾何学・微分
積分学・指数対数・三⾓関数などの⾼校で学んだ分野を広く扱っ
て、私たちの⾝の回りに活かされている数学のアイデアを⾒つけ出
し、簡単な計算を⾏いながら、そのアイデアを様々な⾓度からとら
えていく。

1. 様々な社会の出来事で得られたデータの分析・解析・考察ができ
る
2. データから予測ができる
3. ⾝の回りのものから数学を感じるとることができる
4. 数学の理論から応⽤化を感じるとることができる
5. 数学の便利さに気づくことができる

1.授業内容を理解できる
2.⾝の回りで活かされている数学的な⾒⽅や考え⽅に関⼼を抱ける
3.論理的に思考することができる
4.Excelの使い⽅が上達する

⽣物学への招待
⾃然を理解するため
の教養

1・2・
3・4

2

⽣物化学・⽣命科学の基礎知識を習得し、⽣命現象への理解を深め
る。⽣化学の⾶躍的な進歩に続く遺伝⼦の実体解明によって、”⽣き
ていることの実態”がほぼ解明された。⽣命を維持しているのは細胞
構造の中に組み込まれた⽣化学反応のネットワークであり、その主
役はタンパク質や核酸をはじめとする機能性⾼分⼦である。こうし
た現代⽣物学が解明した最も基本的な⽣物像について理解する。

１）⼈体の構造と機能について、具体的な器官や分⼦を例に説明で
きる。
２）⽣物の進化について、⼈類にいたる⼀連の流れを説明できる。
３）遺伝⼦と疾病・⽼化との関係について、関連遺伝⼦を例に説明
できる。
４）⼈間の営みと地球環境との関係について、具体的な事例をもと
に説明できる。

１）⼈体の構造と機能について、概要を説明できる。
２）⽣物の進化について、概要を説明できる。
３）遺伝⼦と疾病・⽼化との関係について、概要を説明できる。
４）⼈間の営みと地球環境との関係について、概要を説明できる。

物理学への招待
⾃然を理解するため
の教養

1・2・
3・4

2

物理学の原理は⽇常⾝の回りに無数に存在するのであるが、それを
意識している⼈は少ない。物理学は、⾃然現象を深く考え、なぜだ
ろうと問いかける学問の⼀つであって⼈間の好奇⼼に根ざした学問
でもある。本科⽬では、物理学の視点から⾃然法則の意味合いとそ
の現代社会との関連性を学ぶほか、物理学の歴史にも触れながら、
現代科学が先⼈の努⼒と成果の上に築かれていることを理解すると
ともに、⽣活に関わる材料の物理的・数量的考え⽅を体験する。

１）⼒学・熱学・波動論・電磁気学といった古典物理学の基礎体系
を理解し、⽇常⽣活や学業⽣活に活⽤できる。
２）物理学に関する必要な情報を⾃分で探索・調査し、正しい情報
を選んで利⽤できるリテラシーを獲得している。

１）物体の運動（変位・速度・加速度）および⼒、エネルギーとい
う物理学の基礎概念について説明できる。
２）実験・実証の重要性を理解し、講義中に⽰した実現象につい
て、物理学的意味を回答できる。

化学への招待
⾃然を理解するため
の教養

1・2・
3・4

2

1.授業にきちんと出席し、スライドに書かれたことをノートに写すの
みでなく、話の中で重要な点をメモでき、わからないことは実験中
に積極的に質問することができる。
2.授業内容に関する試験問題に関して、資料やノートを⾒ずに正答が
書ける。
3.⾃然科学的な⾒⽅（⾃然現象における因果関係の探求）に関して、
資料やノートを⾒ずに、例を挙げて説明ができる。

1.授業にほぼ出席し、スライドに書かれたことをノートにとり、スラ
イドに書かれていなくても話の中で重要な点をメモできる。
2.授業内容に関する試験問題に関して、解答例を記憶して正答が書け
る。
3.⾃然科学的な⾒⽅（⾃然現象における因果関係の探求）に関して、
資料やノートを⾒ながら、説明ができる。

1. 授業にきちんと出席し、スライドに書かれたことをノートに写す
ことができる。
2. 授業内容に関する試験問題に関して、ノートを⾒ながら解答でき
る。
3. ⾃然科学的な⾒⽅（⾃然現象における因果関係の探求）に関し
て、ノートを⾒ながらなら、例を挙げて説明ができる。



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

健康スポーツ実習A
⾝体と健康を管理す
るための教養

1・2・
3・4

1

運動活動を通して運動に親しむ態度を⾝に着け、⾃分⾃⾝の体⼒や
⼼⾝の健康問題に関して気づき、それらの改善について思考、実践
する。⽇常⽣活を営むために必要な体⼒と健康の維持・増進に関す
る運動の必要性や、運動が果たす役割を学び、基礎的な運動技術や
知識を習得する。実技例としてストレッチやウォーキング等のエク
ササイズ、バレーボールやバドミントン等の球技、ユニホッケーや
アルティメット等のニュースポーツを実践する。活動を通した学⽣
同⼠の交流から、コミュニケーション能⼒を向上させることができ
る。

・運動に親しむ姿勢を持ち、⾃ら積極的に活動する態度を⾝につけ
ることができる。
・⾃分⾃⾝の体⼒や⼼⾝の健康問題に気づき、それらを改善・向上
させるための改善策を考え、実践することができる。
・学⽣同⼠のコミュニケーションを図ることができ、積極的に⼈間
関係を構築するための主体的な活動及び協働して学習することがで
きる。
・⽇常⽣活を営むために必要な体⼒および健康の維持・増進に関す
る運動の必要性とその役割を理解できる。
・⽣涯を通して楽しむことのできる運動やスポーツの技術や知識を
理解し、⾝につけることができる。

・運動に親しむ姿勢を持ち、⾃ら積極的に活動する態度を⾝につけ
る努⼒ができる。
・⾃分⾃⾝の体⼒や⼼⾝の健康問題に気づき、それらを改善・向上
させるための改善策を基礎的な選択肢から選び実践に向けて⾏動す
ることができる。
・学⽣同⼠のコミュニケーションを図ることができ、積極的に⼈間
関係を構築するための努⼒と主体的な活動ができる。
・⽇常⽣活を営むために必要な体⼒および健康の維持・増進に関す
る運動の必要性とその役割をおおかた理解できる。
・⽣涯を通して楽しむことのできる運動やスポーツの、技術や知識
を理解することができる。

健康スポーツ実習B
⾝体と健康を管理す
るための教養

1・2・
3・4

1

⾃分に合った運動活動において、その運動やスポーツの⽂化的・社
会的背景をより深く理解し、運動技術や体⼒においてより向上を⽬
指した運動活動を実践する。⽇常⽣活を営むために必要な体⼒と⼼
⾝の健康の維持・増進に関する運動の必要性や、運動が果たす役割
を学び、基礎的な運動技術や知識の習得を図る。実技例としてスト
レッチやウォーキング等のエクササイズ、バレーボールやバドミン
トン等の球技、ユニホッケーやアルティメット等のニュースポーツ
を実践し、⽣涯を通して運動に親しむ態度を⾝につける。

・⾃分に合った運動活動において、その運動やスポーツの⽂化的・
社会的背景が理解できる。
・運動技術や⾃⾝の体⼒について、より向上を⽬指した活動ができ
る。
・学⽣同⼠のコミュニケーションを図ることができ、積極的に⼈間
関係を構築するための主体的な活動及び協働して学習することがで
きる。
・⽇常⽣活を営むために必要な体⼒および⼼⾝の健康の維持・増進
に関する運動の必要性とその役割を理解できる。
・⽣涯を通して楽しむことのできる運動やスポーツの技術や知識を
理解し、⾝につけることができる。

・⾃分に合った運動活動において、その運動やスポーツの⽂化的・
社会的背景がおおかた理解できる。
・運動技術や⾃⾝の体⼒について、向上を⽬指した努⼒ができる。
・学⽣同⼠のコミュニケーションを図ることができ、積極的に⼈間
関係を構築するための努⼒と主体的な活動ができる。
・⽇常⽣活を営むために必要な体⼒および⼼⾝の健康の維持・増進
に関する運動の必要性とその役割をおおかた理解できる。
・⽣涯を通して楽しむことのできる運動やスポーツの技術や知識を
理解することができる。

健康スポーツ演習
⾝体と健康を管理す
るための教養

1 1

⽣理学や公衆衛⽣学、保健学等の⾒地から、健康な⽣活に必要な理
論を理解し、⽇常⽣活を営むために必要な体⼒と健康の維持・増進
に関する運動の必要性や、それらに対して運動が果たす役割を学
ぶ。さらに体⼒や健康に関する社会的問題に関⼼を持ち、問題意識
を持って考察する。また、エクササイズ各種、球技、ニュースポー
ツなど運動活動を通して基礎的な技術や知識を習得する。

・⽣理学や公衆衛⽣学、保健学等の知識を深め、健康を取り巻く環
境を多⾯的に理解し、⽣涯における健康づくりの具体的⽅法や、体
⼒や健康に関する社会的問題について理解できる。
・⾃分⾃⾝の体⼒や⼼⾝の健康問題に気づき、それらを改善・向上
させるための改善策を考え、実践することができる。
・⽇常⽣活を営むために必要な体⼒および⼼⾝の健康の維持・増進
に関する運動の必要性とその役割を理解できる。
・⽣涯を通して楽しむことのできる運動やスポーツの技術・知識を
理解し、⾝につけることができる。

⽣理学や公衆衛⽣学、保健学等の知識を深め、健康を取り巻く環境
を理解し、⽣涯における健康づくりの具体的⽅法や、体⼒や⼼⾝の
健康に関する社会的問題についておおかた理解できる。
・⾃分⾃⾝の体⼒や健康問題に気づき、それらを改善・向上させる
ための⽅法を考えることができる。
・⽇常⽣活を営むために必要な体⼒および⼼⾝の健康の維持・増進
に関する運動の必要性とその役割をおおかた理解できる。
・⽣涯を通して楽しむことのできる運動やスポーツの技術・知識を
理解することができる。

企業と社会の仕組み
キャリアを創造する
ための教養

2・3・4 2

将来、企業・組織に就職するにあたり、就職に関して明確な⽬的意
識や⼼構えを持つとともに、有効な就職活動を⾏うために、企業・
組織の仕組みの基礎知識を学ぶ。特に近年では企業・組織を取り巻
く環境が⼤きく変わっている。そのような環境において、企業・組
織が現在どのような課題に直⾯しているかを理解すると同時に、特
に営利組織である「会社」について、その種類と機関の仕組み、業
務の仕組み、経営の仕組み、業績評価の仕組み、企業の類型と分
析、企業統治（コーポレートガバナンス）の仕組みが実際にどのよ
うになっているかを理解する。

企業・組織のしくみについて、⾃分⾃⾝の問題として落とし込み、
独⾃の考えを加えながら説明できる。

企業・組織のしくみについて、教科書ならびに講義で配布した資料
の範囲内で説明できる。

マーケティング
キャリアを創造する
ための教養

2・3・4 2

この科⽬の⽬的は，マーケティングの基礎的な考え⽅と知識を習得
することにある。消費者と市場環境を理解するための基礎的な知識
と，それらから企業などのマーケティング活動を導きだすための考
え⽅を⾝につける。マーケティング活動には，消費者から観察可能
なものが多い。また，⽇常の買い物⾏動を振り返って考えるだけで
も，マーケティングの学びにつながる。⽇ごろから意識をもって観
察し，企業などの意図を推測する習慣を⾝に着けることで，理解を
深めていく。

・この授業で紹介されるマーケティングの基礎的な概念や理論を理
解している。
・上記の概念や理論を使って問題を⾃分の頭で整理し，⾃分のこと
ばで他者に明確にその問題の本質を論理的な⽂章などで表現し伝え
ることができる。

・この授業で紹介されるマーケティングの基礎的な概念や理論の⼤
半について理解している。
・上記の概念や理論を使って問題を⾃分の頭で整理し，（基礎的な
概念や理論などを踏まえながら）その問題の重要点を⽂章などで解
りやすく表現し伝えることができる。

⼥性の⽣き⽅と社会
キャリアを創造する
ための教養

2・3・4 2

⼥性の社会進出がうたわれて久しい現在、男⼥格差を是正するため
の法的整備は進みつつあるものの、依然としてライフコースの各段
階で⼥性はさまざまな困難に直⾯している。この科⽬では、ジェン
ダー・フリーの視点から、とくに⼥性が直⾯する社会的課題とその
背景、またそれらを解決するための⽅法、歴史上の経験について理
解するとともに、⾃⼰の意識改⾰と社会への働きかけの重要性を学
ぶ。

①⼥性の社会的地位の歴史とその権利獲得のためのたたかいの歴史
を理解できるようになる。
②⼥性が直⾯する社会的課題とその背景について理解できるように
なる。
③②を解決するための⽅法を理解できるようになる。
④①?③を「⾃分ごと」として認識し、その思考の成果を⼝頭で発表
したり⽂章にしたりできるようになる。

①⼥性の社会的地位に関する歴史を理解できるようになる。
②⼥性が直⾯する社会的課題について理解できるようになる。
③②を解決するための⽅法を理解できるようになる。
④その成果を発表したり⽂章にしたりできるようになる。

現代社会の諸課題（経
済・産業）

現代社会の諸課題の
解決

2・3・4 2

現代社会において⽣じる様々な経済・産業の諸課題を⾝近な問題と
して取り上げ、具体的に解説し理解を深めながら、どのように考え
対応してゆくべきかを考え、解決に向けた提案を⾏うことを⽬的と
する。グループワーク、ディスカッション、プレゼンテーションを
取り⼊れ、諸課題の解決に向けてチームで協働しながら実践的に学
ぶことで、主体的に課題を発⾒し解決していく⼒や他者とコミュニ
ケーションをとりながら成果を導く⼒の育成を図る

・授業によって得た教養を通して⾃分の⼈⽣観や世界観を広げるこ
とができるようになる。
・創造的に⼈⽣を送るための問題意識や関⼼を持つことができるよ
うになる。
・他者と協働しながら、分析・企画・提案ができるようになる。
・⽬標達成のために、他者と協⼒的にコミュニケーションを取り、
計画的に⾏動することができるようになる。

・授業によって得た教養を通して⾃分の⼈⽣観や世界観を最低限広
げることができる。
・創造的に⼈⽣を送るための問題意識や関⼼を最低限持つことがで
きる。
・他者と協働しながら⾏動しようする姿勢が⾒える。
・⽬標達成のために、他者と協⼒的にコミュニケーションを最低限
取ることができる。

現代社会の諸課題（環
境・科学）

現代社会の諸課題の
解決

2・3・4 2

現代社会における諸課題を、⽣活者の視点から⾝近な問題として取
り上げ、具体的な事例に基づいて分かり易く解説し、理解を深める
とともに、⼀般市⺠の⽴場からどのように考え、対応してゆくべき
かを考える。「現代社会の諸課題（環境・科学）」においては、経
済社会活動から⽣じる様々な環境問題について理解するとともに、
環境負荷の健康や⽣態系への影響を科学的に評価するための⽅法、
環境の現状、政策⽬標、環境負荷の低減技術・対策、関連する諸制
度、政府や市⺠の役割などについて考察するとともに、それが市⺠
としての主体的な⾏動の糧となることを狙う。環境問題に代えて、
現代科学の諸課題を扱い、到達⽬標等を環境問題に準じて修正する
ことを可とする。

１）経済社会活動から⽣じる様々な環境問題について、⼗分に説明
できる。
２）環境負荷の健康や⽣態系への影響を科学的に評価するための⽅
法や環境の現状について、⼗分に説明できる。
３）環境負荷の低減技術・対策、関連する諸制度、政策⽬標などに
ついて、⼗分に説明できる。
４）環境保護における政府や市⺠の役割について、授業で得られた
知識を⼗分に活⽤しながら、幅広く⾃分の考えを述べたり主体的に
⾏動することができる。

１）経済社会活動から⽣じる様々な環境問題について、最低限の説
明ができる。
２）環境負荷の健康や⽣態系への影響を科学的に評価するための⽅
法や環境の現状について、最低限の説明ができる
３）環境負荷の低減技術・対策、関連する諸制度、政策⽬標などに
ついて、最低限の説明ができる。
４）環境保護における政府や市⺠の役割について、授業で得られた
知識を最低限活⽤しながら、限られた範囲で⾃分の考えを述べたり
⾏動することができる。

現代社会の諸課題（⽂
化・芸術）

現代社会の諸課題の
解決

2・3・4 2

⽂学芸術などの⼈⽂⽂化から、⾐⾷住・⾵俗習慣などの⽣活⽂化に
おいて⽣じる様々な課題を⾝近な問題として取り上げて、テーマを
設定する。テーマに沿って、具体的に解説し理解を深める。その上
でテーマに対して、どう対応してゆくべきかを考え、解決に向けた
提案ができるようになることを⽬指す。グループワーク、ディス
カッション、プレゼンテーションを取り⼊れ、諸課題の解決に向け
て協働しながら実践的に学ぶ。

・授業によって得た教養を通して⾃分の⼈⽣観や世界観を広げるこ
とができるようになる。
・創造的に⼈⽣を送るための問題意識や関⼼を持つことができるよ
うになる。
・他者と協働しながら、分析・企画・提案ができるようになる。
・⽬標達成のために、他者と協⼒的にコミュニケーションを取り、
計画的に⾏動することができるようになる。

・授業によって得た教養を通して⾃分の⼈⽣観や世界観を最低限広
げることができる。
・創造的に⼈⽣を送るための問題意識や関⼼を最低限持つことがで
きる。
・他者と協働しながら⾏動しようする姿勢が⾒える。
・⽬標達成のために、他者と協⼒的にコミュニケーションを最低限
取ることができる。



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

現代社会の諸課題（⽣
活・地域）

現代社会の諸課題の
解決

2・3・4 2

現代社会において⽣じる様々な⽣活・地域の諸課題を⾝近な問題と
して取り上げ、具体的に解説し理解を深めながら、どのように考え
対応してゆくべきかを考え、解決に向けた提案を⾏うことを⽬的と
する。グループワーク、ディスカッション、プレゼンテーションを
取り⼊れ、諸課題の解決に向けてチームで協働しながら実践的に学
ぶことで、主体的に課題を発⾒し解決していく⼒や他者とコミュニ
ケーションをとりながら成果を導く⼒の育成を図る。

・授業によって得た教養を通して⾃分の⼈⽣観や世界観を広げるこ
とができるようになる。
・創造的に⼈⽣を送るための問題意識や関⼼を持つことができるよ
うになる。
・他者と協働しながら、分析・企画・提案ができるようになる。
・⽬標達成のために、他者と協⼒的にコミュニケーションを取り、
計画的に⾏動することができるようになる。

・授業によって得た教養を通して⾃分の⼈⽣観や世界観を最低限広
げることができる。
・創造的に⼈⽣を送るための問題意識や関⼼を最低限持つことがで
きる。
・他者と協働しながら⾏動しようする姿勢が⾒える。
・⽬標達成のために、他者と協⼒的にコミュニケーションを最低限
取ることができる。

現代社会の諸課題（メ
ディア・表現）

現代社会の諸課題の
解決

2・3・4 2

「メディア」いわゆるマスコミ・マスメディアをはじめとする社会
的コミュニケーションにおいて⽣じる様々な課題を⾝近な問題とし
て取り上げて、テーマを設定する。テーマに沿って、具体的に解説
し理解を深める。その上でテーマに対して、どう対応してゆくべき
かを考え、解決に向けた提案ができるようになることを⽬指す。グ
ループワーク、ディスカッション、プレゼンテーションを取り⼊
れ、諸課題の解決に向けて協働しながら実践的に学ぶ。

・授業によって得た教養を通して⾃分の⼈⽣観や世界観を広げるこ
とができるようになる。
・創造的に⼈⽣を送るための問題意識や関⼼を持つことができるよ
うになる。
・他者と協働しながら、分析・企画・提案ができるようになる。
・⽬標達成のために、他者と協⼒的にコミュニケーションを取り、
計画的に⾏動することができるようになる。

・授業によって得た教養を通して⾃分の⼈⽣観や世界観を最低限広
げることができる。
・創造的に⼈⽣を送るための問題意識や関⼼を最低限持つことがで
きる。
・他者と協働しながら⾏動しようする姿勢が⾒える。
・⽬標達成のために、他者と協⼒的にコミュニケーションを最低限
取ることができる。

教養総合ワークショッ
プ

リーダーシップ開発 1 2

本学で学べる多様な教養と技能を応⽤し、共⽴独⾃の総合的・創造
的実践をおこなう学際的な課題解決型授業である。履修者同⼠や
様々な教員、職員、地域、専⾨技術者などの多様な他者と協働し、
その成果を⼀般に公開することを⽬指す。
あらゆる活動を決めるのはすべて履修⽣であり、体調、スケジュー
ル、他の授業との兼ね合い、すべて⾃分でコントロールしていく過
程で、社会的⼈間として周囲と連携し、コミュニケーションを取
り、⾏動することを⾝につける。

①テーマについて学修し、⾃分の⾔葉で説明できるようになる。
②独⾃のイメージを創出し、合わせてそれを実現するための具体的
なアイディアを出すことができるようになる。
③⽬標達成のために、他者と協⼒的にコミュニケーションを取り、
計画的に⾏動することができるようになる。
④⾃らの責任を果たすと同時に、⼤学の教職員、学外の指導者、社
会とマナーを守って連携・協⼒できるようになる。

①テーマについて学修し、⾃分の⾔葉で最低限の説明ができるよう
になる。
②独⾃のイメージを創出し、合わせてそれを実現するための最低限
のアイディアを出すことができるようになる。
③⽬標達成のために、他者と協⼒的にコミュニケーションを取り、
計画的に⾏動することが最低限できるようになる。
④⾃らの責任を果たすと同時に、⼤学の教職員、学外の指導者、社
会とマナーを守って連携・協⼒が最低限できるようになる。

リーダーシップ開発演
習Ⅰ

リーダーシップ開発 1 2

この科⽬は、教員と学⽣とが意思疎通を図りつつ、学⽣同⼠が切磋
琢磨し刺激を与えながら成⻑することを⽬指す。具体的には、⾃⼰
理解や他者理解を深めると同時に、主体的に学ぶことや他者と協働
することの関⼼・意欲・態度を涵養する。論理的思考法や質問⼒を
学ぶためのグループワークを通じて引き出される思考⼒、表現⼒、
主体性等について理解を深め、⾃らの⾏動について、他者にはどの
ように映ったのか、⾃分は他者の⾏動をどのように感じたのか、何
が不⾜していたのか、何が効果的だったのか等振り返り、相互
フィードバックを⾏う。この相互フィードバックを通じて、今後、
⾃分らしいリーダーシップを発揮し実現したいことを改めて思考
し、他者に向かって表現する⼒を養成する。

・リーダーシップの発揮において、論理的思考や多様性を理解した
コミュニケーションが必要であることを理解する。
・リーダーシップの発揮において、論理的思考と多様性を理解した
コミュニケーションスキルを使えるようになる。
・これまでに⾃らが経験したグループ活動プロセスを振り返り、そ
れぞれがどのようなリーダーシップを発揮しグループの成果にイン
パクトを与えたのか、そして、その学びを今後の⾏動にどのよう活
かすのかを考え、共有することができる。
・⾃分らしいリーダーシップの探究を通じて、グループ内や授業内
における主体的な学びと他者との協働によって成⻑することへの関
⼼、意欲、態度が醸成される。

・リーダーシップの発揮において、論理的思考や多様性を理解した
コミュニケーションが必要であることを最低限理解する。
・リーダーシップの発揮において、論理的思考と多様性を理解した
コミュニケーションスキルを最低限使えるようになる。
・これまでに⾃らが経験したグループ活動プロセスを振り返り、そ
れぞれがどのようなリーダーシップを発揮しグループの成果にイン
パクトを与えたのか、そして、その学びを今後の⾏動にどのよう活
かすのかを考え、最低限共有することができる。
・⾃分らしいリーダーシップの探究を通じて、グループ内や授業内
における主体的な学びと他者との協働によって成⻑することへの関
⼼、意欲、態度が最低限醸成される。

リーダーシップ開発演
習Ⅱ

リーダーシップ開発 1 2

この科⽬は、成果⽬標を共有し、⾃ら主体的に活動するとともに、
他者を⽀援することの重要性を理解する⼊⾨科⽬である。具体的に
は、企業や地域と連携した課題を教員が提⽰し、学⽣は複数のグ
ループに分かれ、各グループで課題解決策を検討するためにグルー
プワークを重ねていく。その後、各グループより発表される課題解
決策について、教員が評価・フィードバックを⾏う。授業の各段階
において、各グループが分析結果や解決策のディスカッションを⾏
い、また資料等の作成をすることを通じて、思考⼒や表現⼒を鍛え
るとともに、メンバーの多様な価値観や異なる持ち味を⽣かし、グ
ループを⽬標に向かって動かしていく上で必要な主体性やコミュニ
ケーション能⼒を養う。

・グループワークを通じた課題解決において、個々のリーダーシッ
プの発揮が重要であることと、リーダーシップの実践に最⼩三要素
（１．⽬標共有 ２．率先垂範 ３．相互⽀援）が必要であること
を理解する。
・グループワークと課題解決において、⾃ら主体的に⾏動するため
の基本的なコミュニケーションスキルを使えるようになる。
・グループワークと課題解決においてどのようなリーダーシップを
発揮するかを考え、メンバーに共有することができる。
・グループワークと課題解決において、グループとしての成果を⾼
めるために⾃分ができることを他者に⽰すと同時に、他者の協⼒を
仰ぐことができるようになる。

・グループワークを通じた課題解決において、個々のリーダーシッ
プの発揮が重要であることと、リーダーシップの実践に最⼩三要素
（１．⽬標共有 ２．率先垂範 ３．相互⽀援）が必要であること
を最低限理解する。
・グループワークと課題解決において、⾃ら主体的に⾏動するため
の基本的なコミュニケーションスキルを最低限使えるようになる。
・グループワークと課題解決においてどのようなリーダーシップを
発揮するかを考え、メンバーに最低限共有することができる。
・グループワークと課題解決において、グループとしての成果を⾼
めるために⾃分ができることを他者に⽰すと同時に、他者の協⼒を
仰ぐことが最低限できるようになる。

ワークショップファシ
リテーション

リーダーシップ開発 2・3・4 2

教養総合ワークショップBのLA（ラーニングアシスタント）として活
動する。社会に出た際には、⾃⾝がプレーヤーとして課題を解決す
るだけではなく、様々な⽴場、役割、権限の中で貢献していくこと
が求められる。授業の⽀援を通して、履修⽣の課題解決に貢献する
ファシリテーション活動、その他教員の授業⽀援を実践しながら、
ファシリテーションスキルの定着と、他者のリーダーシップを開発
する。

①他者を動かし、周囲と協働しながら、課題解決に導くことができ
るようになる。
②⾃らの責任を果たすと同時に、様々な他者と調整、折衝し、協働
しながら⾃ら率先して⾏動できるようになる。
③他者が主体的に協働しながら⾏動できるような環境を創ることが
できるようになる。

①周囲と協働しながら、課題解決に導くことができるようになる。
②⾃らの責任を果たすと同時に、様々な他者と調整、折衝し、協働
しながら⾏動できるようになる。
③他者が協働しながら⾏動できるような環境を部分的に創ることが
できるようになる。

教職⼊⾨

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：専⾨基礎分野科
⽬ 国際学部：関連
科⽬

1 2

激変する世界情勢や⽇本社会の中で、次世代を育成する学校教育や
教員に期待される役割は⼤きく、その職務が肥⼤化し、学校教育現
場が新しい指導内容や指導体制の整備、諸改⾰に伴う多くの仕事に
追われている現状を知る。近代?現代の学校教育の整備と拡充を通し
て培われた聖職者論・労働者論・専⾨職論の教職観が、教員養成・
採⽤・研修における教員の資質能⼒の確認や形成、社会が要求する
教員の職務拡⼤や多様化、教員⾃⾝のアイデンティティ醸成に⼤き
く寄与していることを理解する。さらに、21世紀に⼊り、教員の負
担軽減と児童⽣徒の事情に適切に即応することを狙い、家庭・地域
社会との連携強化や他専⾨職との連携・分担など、「チーム学校」
と呼ばれる新しい学校組織、学校運営の形態が始動していることを
学び、これからの教員に期待される専⾨職性を検討し、⾃らの適性
を確認する。

1.教師という職業が成⽴した歴史的経緯とその専⾨職性を理解し、⽇
本社会の教職観をクラスメートと議論し確認できる。
2.教員養成のしくみと希望する地⽅公共団体及び私⽴学校の教員採⽤
試験の内容や受験スケジュール等を理解し、1-4年⽣の学習計画を⽴
てることができる。
3.教師の有すべき資質・能⼒について、様々な教師論や国の政策等を
参照しながらクラスメートと議論し、不易／流⾏の観点から提⾔レ
ポートを作成できる。
4.⾃⼰の教師としての適性を踏まえ、修得すべき知識・技能と専⾨科
⽬及び教職科⽬の相応を理解して、今後の計画的な履修を検討する
ことができる。

1.教師という職業が成⽴した歴史的経緯とその専⾨職性を説明でき
る。
2.教員養成のしくみと希望する地⽅公共団体及び私⽴学校の教員採⽤
試験の内容や受験スケジュール等を理解している。
3.教師の有すべき資質・能⼒について、⾃⼰の経験や国の政策等を踏
まえ、クラスメートと意⾒を交換できる。
4.⾃⼰の教師としての適性を確認し、修得すべき知識・技能を判断で
きる。

教育学概論

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：専⾨基礎分野科
⽬ 国際学部：関連
科⽬

2 2

「教育職員免許法施⾏規則」第6条第1項に⽰された表中「教職に関
する科⽬」第3欄指定の「教育の理念並びに教育に関する歴史及び思
想」を扱う。具体的には、教育の意義や⽬的、⼈間の成⻑・発達に
ついての基本を理解し、⽇本および⻄洋における教育の歴史的変遷
を踏まえながら、そこにある教育思想や教育観に学び、現在の⽇本
の教育について多様な観点から考察する。

1.育の基礎的概念、理論、歴史、思想等を⼟台に⾃らの教育観を構築
することができる。
2.教育の意義・⽬的を理解した上で、現在教育の諸課題について多様
な観点から考察を深めることができるようになる。
3.現代教育の諸課題について確かな認識をもち、対応策を提案するこ
とができる。

1.教育の基礎的概念、理論、歴史、思想等について主体的に学ぶ姿勢
をもち続けるようになる。
2.教育の意義・⽬的を理解することができる。
3.現在の教育課題について確かな認識をもつことができる。

発達と学習

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：専⾨基礎分野科
⽬ 国際学部：関連
科⽬

2 2

出⽣してから⾼齢に⾄るまでの⼈間の⾏動発達のプロセスをたどり
ながら，学習のメカニズム，⾔語，思考，対⼈⾏動など，具体的な
⾏動を取り上げて解説し，⽣涯発達という視点が如何なるものか，
⽣涯発達を前提にした教育の意義について考えていく。ただし，講
義を進めていく中で，受講⽣の理解の程度などに配慮して変更する
こともありうる。

1.⽣涯発達 (life-span development)という視点から⼈間⾏動を概観
し，学校教育の意義，求められる教員の役割，教授法や評価法など
について考えることができる
2.教員?⽣徒間に展開する教育現場がいかなるものか理解できる

1.⽣涯発達 (life-span development)という視点から⼈間⾏動を概観
し，学校教育の意義，求められる教員の役割，教授法や評価法など
について述べることができる
2.教員?⽣徒間に展開する教育現場がいかなるものかを述べることが
できる



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

教育の制度と経営

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：専⾨分野Ⅱ 国
際学部：関連科⽬

2 2

⽇本の教育制度について、法的根拠となる憲法や教育基本法他を確
認し、その整備確⽴の歴史や現状について学ぶ。特に、教育を受け
る権利を保障する⼿続きについて、「義務教育」の成り⽴ちや学校
教育の拡充過程（諸外国との⽐較を含む）、国と地⽅の教育⾏政、
家庭・学校・社会の役割と協働関係、学校・学級運営で⽣じている
事件・事故・災害の諸事例を通じて、その制度的構造を把握する。
そして、児童⽣徒の教育権や学習権を保障するにあたって、教員や
学校教育が抱える課題を⾒出し、21世紀に求められる公教育を展望
する。学習⽬標をより効果的に達成するため、２つの課題レポート
を作成する。第１回は、⼤学近隣の⽂部科学省・情報広場への訪問
について報告する。第２回は、授業で学んだ教育制度のしくみや学
校運営の実際を通じ、第15回授業での討論を基に、学校教育の抱え
る諸課題の改善⽅策を提案する。

1.⽇本及び諸外国の教育制度の整備・発展の歴史及び現代の制度を理
解している。
2.⽇本国⺠及び⽇本在住外国⼈の教育を受ける機会及び権利を保障す
る諸法規を理解している。
3.現代⽇本社会の諸課題に応じる教育改⾰の動向を把握し、その成果
と問題点について分析し、クラスメートと意⾒を交換できる。
4.中学校・⾼等学校運営のしくみ及び教員の校務・職務に関わり、学
校事故や訴訟等の事例を踏まえ、教員や学校として適切な対応につ
いて提案できる。
5.⽂部科学省・情報広場に訪問し、期限までに報告レポートを提出す
ることができる。

1.⽇本における学校教育の整備・発展の歴史及び現代の制度を理解し
ている。
2.⽇本の教育制度を⽀える法体系を理解している。
3.現代⽇本社会の諸課題に応じる教育改⾰の動向を把握し、その成果
と問題点を整理できる。
4.中学校・⾼等学校運営のしくみ及び教員の校務・職務を法的根拠に
基づき説明できる。
5.⽂部科学省・情報広場に訪問し、報告レポートを書くことができ
る。

家庭科教育の理論と⽅
法

家政学部 資格に関
する科⽬

3 4

本科⽬は、中学校・⾼等学校家庭科の教員免許取得のために設定さ
れた「教職に関する科⽬」のうち、本学で指定された科⽬のひとつ
である。「家庭科教育の理論と実践｣と併せて、家庭科を指導する際
に必要な基礎的内容を、情報機器及び教材をを活⽤しながら研究し
てゆく。週２回の授業をもって、この科⽬の修得単位を満たす。
併設校や各⾃の近隣の学校での授業参観を前期の課題の1つとしてい
る。授業公開⽇に出向き、なるべく教育現場に慣れておくことが求
められる。

科⽬名にあるように、学⽣⾃ら主体的に家庭科教育の理論と⽅法を
追究することが求められている科⽬である。
1.授業計画にある題材内容を⾃ら深めることができるようになる。
2.家庭科教育において還元できる⽂献や資料の収集、調査、グループ
ワーク、討論、学外講師の講義などに積極的に取り組む能⼒を⾝に
つけることができるようになる。
3.教育現場の現況を理解するとともに、家庭科教育の指導者としてふ
さわしい⾒識を⾝につけることができるようになる。

1.授業計画にある基礎的な題材内容を⾃ら深めることができるように
なる。
2.家庭科教育において還元できる⽂献や資料の収集、調査、グループ
ワーク、討論、学外講師の講義などに取り組む能⼒を⾝につけるこ
とができるようになる。
3.教育現場の現況を理解するとともに、家庭科教育の指導者としてふ
さわしい基礎的な⾒識を⾝につけることができるようになる。

家庭科教育の理論と実
践

家政学部 資格に関
する科⽬

3 4

本科⽬は、中学校・⾼等学校家庭科の教員免許取得のために設定さ
れた「教職に関する科⽬」のうち、本学で指定された科⽬のひとつ
である。「家庭科教育の理論と⽅法｣と併せて、家庭科を指導する際
に必要な基礎的内容を捉えてゆく。週２回の授業をもって、この科
⽬の修得単位を満たす。授業の後半には、学習指導案に基づき模擬
授業を⾏いながら、相互批評においても多⾓的な視野を養うことが
できるようになる。

科⽬名に通じるように、アクティブラーニングを通して学⽣⾃ら主
体的に家庭科教育の理論と実践を探ることが求められている科⽬で
ある。
1.授業計画にある題材内容を深める⽂献や資料の収集、調査、観察、
グループワーク、討論、学外講師の講義などに積極的に取り組むこ
とで、⾃らの教育観を明⽰化できるようになる。
2.教育現場の現況を理解するとともに、家庭科教育の指導者としてふ
さわしい⾒識を⾝につけるくことができるようになる。

1.授業計画にある題材内容を深める⽂献や資料の収集、調査、観察、
グループワーク、討論、学外講師の講義などに積極的に取り組むこ
とで、⾃らの教育観を指導案や模擬授業において明⽰化できるよう
になる。
2.教育現場の現況を理解するとともに、家庭科教育の指導者としてふ
さわしい基礎的な⾒識を⾝につけることができるようになる。

国語科教育の理論と⽅
法

⽂芸学部 専⾨分野
Ⅱ

3 4

国語科の教科指導のノウハウを、理論的な⽴場から具体的に学ぶこ
とを⽬標とし、教壇に⽴って授業を⾏ううえで必要な知識や、その
知識を効果的に教授する⽅法を⾝につける。その際、近年の⽂章・
談話研究や表現論、メディア論、⽂学理論等の成果もふまえなが
ら、教材研究の基礎となる知識や⽅法論、情報機器及び教材の活⽤
の仕⽅も⾝につける。テキストまたは参考書として、中・⾼各「学
習指導要領総則」「学習指導要領解説国語編」を⽤いる。

1.教材研究の基礎となる知識を⼗分に⾝につけ、活⽤できる。
2.教材研究で得た知識を効果的に教授するための⽅法論を⼗分に⾝に
つけ、活⽤できる。
3.情報機器及び教材の特徴を⼗分に理解し、活⽤できる。

1.教材研究の基礎となる知識を⼀定程度⾝につけ、活⽤できる。
2.教材研究で得た知識を効果的に教授するための⽅法論を⼀定程度⾝
につけ、活⽤できる。
3.情報機器及び教材の特徴を⼀定程度は理解し、活⽤できる。

国語科教育の理論と実
践

⽂芸学部 専⾨分野
Ⅱ

3 4

国語科の教科指導のノウハウを、理論的な⽴場から具体的に学ぶこ
とを⽬標とし、中学・⾼校の学校現場での授業を想定しながら、次
年度の教育実習に向けて教壇実習に必要な実践的技量を⾝につけ
る。情報機器及び教材を活⽤し、教材開発も含め模擬授業に取り組
み、教科学習の基盤となる「学びあう集団（クラス）づくり」を実
践する。テキストまたは参考書として、中・⾼各「学習指導要領総
則」「学習指導要領解説国語編」を⽤いる。

1.学習指導要領に基づき適切な指導計画を⽴案し、学習指導案（全体
案・細案）が作成できるようになる。
2.⽣徒の意欲と学⼒を、さまざまな観点からアセスメントできるよう
になる。
3.⽣徒のニーズに合わせて、学習⽬標に適した教材開発ができるよう
になる。
4.発問・板書・⾳読等、国語授業を成⽴させる上での基本技能を⾝に
つけ、活⽤できる。
5.模擬授業を通じ、授業デザインの仕⽅と学習集団作りを学び、アク
ティブ・ラーニング型授業を展開できるようになる。

1.学習指導要領に基づき適切な指導計画を⽴案し、学習指導案（全体
案・細案）が⼀定程度は作成できるようになる。
2.⽣徒の意欲と学⼒を、⼀定程度はアセスメントできるようになる。
3.⽣徒のニーズに合わせて、⼀定程度の教材開発ができるようにな
る。
4.発問・板書・⾳読等、国語授業を成⽴させる上での基本技能を⼀定
程度⾝につけ、活⽤できる。
5.模擬授業を通じ、授業デザインの仕⽅と学習集団作りを学び、アク
ティブ・ラーニング型授業を⼀定程度は展開できるようになる。

英語科教育の理論と⽅
法

⽂芸学部：専⾨分野
Ⅱ 国際学部：関連
科⽬

3 4

第⼆⾔語としての英語の教授法を⾝に付け、課題点も理解する。 1.英語を教育するということはどういうことなのかという問いに、⾃
信を持って答えることができる。
2.英語教育法の歴史について、他者に正しく説明することができる。
3.英語教育の問題点は何かという問いに、⾃信を持って答えることが
できる。

1.英語を教育するということはどういうことなのかという問いに、答
えることができる。
2.英語教育法の歴史について、他者に説明することができる。
3.英語教育の問題点は何かという問いに、答えることができる。

英語科教育の理論と実
践

⽂芸学部：専⾨分野
Ⅱ 国際学部：関連
科⽬

3 4

教育実習に向けて、中学校・⾼等学校での実際の指導の現状を知
り、模擬授業を通して教育⼒を⾼めていく。

1.教材研究を深いレベルまでできる。
2.⾃分なりの授業⽅法を、⼗分に確⽴している。
3.⾃信を持って授業ができるだけの、⾼度な英語⼒を持っている。

1.教材研究ができる。
2.⾃分なりの授業⽅法を、ある程度確⽴している。
3.授業ができるだけの英語⼒を持っている。

社会科教育の理論と指
導

国際学部 関連科⽬ 3 4

中学社会科の特質，授業の内容と構成⽅法を理解し，実際の授業を
構成するための知識と技能を習得する。具体的には，中学社会科の
歴史を概観し，現在の教科の⽬標と内容を教授する。さらに，中学
社会科を構成する各分野（歴史、地理、公⺠）の特徴と内容構成を
解説する。さらに授業に耐えうる技能と知識を模擬授業を通して教
授する。

1. 教科としての社会科、および地理的・社会的・公⺠的各分野につ
いて、学習指導要領に掲げられた⽬標及び内容を熟知したうえで正
確に説明できる。
2. 上記⽬標及び内容を⼗分に理解したうえで、年間・単元・各授業
の実践的かつ具体的な指導計画を⽴案できる。
3. 指導計画に従って、充実した内容の模擬授業を実施できる。

1. 教科としての社会科、および地理的・社会的・公⺠的各分野につ
いて、学習指導要領に掲げられた⽬標及び内容を理解したうえで説
明できる。
2. 上記⽬標及び内容を理解したうえで、年間・単元・各授業の指導
計画を⽴案できる。
3. 指導計画に従って、必要最低限の内容を満たした模擬授業を実施
できる。

地理歴史科教育の理論
と指導

国際学部 関連科⽬ 3 4

地理歴史科の特質，授業の内容と構成⽅法を理解し，実際の授業を
構成するための知識と技能を習得する。具体的には，地理歴史科と
それに先⽴つ⾼等学校社会科の歴史を概観し，現在の教科の⽬標と
内容を教授する。さらに，地理歴史科を構成する各教科（世界史A・
B、⽇本史A・B、地理A・B）の特徴と内容構成を解説する。さらに
授業に耐えうる技能と知識を模擬授業を通して教授する。

1. 教科としての地理歴史科、および世界史A・B、⽇本史A・B、地理
A・Bの各科⽬について、学習指導要領に掲げられた⽬標及び内容を
熟知したうえで正確に説明できる。
2. 上記⽬標及び内容を⼗分に理解したうえで、年間・単元・各授業
の実践的かつ具体的な指導計画を⽴案できる。
3. 指導計画に従って、充実した内容の模擬授業を実施できる。

1. 教科としての地理歴史科、および世界史A・B、⽇本史A・B、地理
A・Bの各科⽬について、学習指導要領に掲げられた⽬標及び内容を
理解したうえで説明できる。
2. 上記⽬標及び内容を理解したうえで、年間・単元・各授業の指導
計画を⽴案できる。
3. 指導計画に従って、必要最低限の内容を満たした模擬授業を実施
できる。



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

公⺠科教育の理論と指
導

国際学部 関連科⽬ 3 4

かつての⾼等学校社会科の理念をふまえて現在の⾼等学校公⺠科の
あり⽅について考える。
社会科，公⺠科の成⽴の歴史や理念，具体的な教育実践，教材研究
の理論と⽅法，授業づくり等について考察するとともに，公⺠科の
直⾯する現代的・将来的課題を認識し，それへの取り組みについて
検討する。
⽇本の教育事例のみならず積極的に外国（アメリカ）の事例も取り
上げて，授業担当者⾃⾝の現地での経験もまじえながら，具体的な
教育課題とくに国内の⽂化的多様化（多⽂化化）に対応する教育の
実際について考究する

1.社会科・公⺠科の歴史と理念を踏まえ、学習者の置かれた社会や環
境に即した教材研究の基礎を⾝につけるとともに、公⺠科という教
科やその学習のあるべき姿を展望する⼒をつける。
2.具体的な授業の観察（主としてビデオ資料）を通して，教育実習に
必要とされる授業分析のスキルの向上をはかる。

公⺠科の中⼼的な課題である「公正な社会的判断⼒の育成」につい
て、適切な社会的事象を取り上げて教材研究を⾏い、それをもとに
具体的な単元開発をすることができる。

情報科教育の理論と⽅
法

⽂芸学部 専⾨分野
Ⅱ

3 2

本授業科⽬は、「⾼等学校教諭⼀種免許状(情報)」取得のために設定
された「教職に関する科⽬」のひとつである。後期「情報科教育の
理論と実践」と併せて、情報科を指導する際に必要な知識や技能を
⾝につけていただく。「情報科」の意義・⽬的・教育⽅法を考察し
理解していただく。実際に授業を⾏う上で必要な教材研究・授業設
計・⽣徒理解・評価・授業改善などの具体的な⽅法を、多くの事例
を概観しながら講義や演習を通して理解する。また、世界の情報教
育について考察するとともに、未来の⽇本の情報教育について夢を
持って議論し考察する。

1.教育課程全体の中で、教育の情報化や教科「情報」を必修で実施す
ることの意義・役割を認識できる。
2.授業を⾏う上で必要な教材研究や授業設計・評価・改善能⼒を理
解・修得できる
3.情報科教員の基礎的な資質を理解できる。
4.情報科教育の現状把握と、今後の情報化教育の在り⽅について思案
し未来を⾒通すことができる。
5.後期「情報科教育の理論と実践」科⽬において実践的な演習を⾏え
る基礎技能を修得する。

1.半期15回の内、５回以上出席する
2.後期「情報科教育の理論と実践」科⽬において実践的な演習を⾏え
る基礎技能を修得する。

情報科教育の理論と実
践

⽂芸学部 専⾨分野
Ⅱ

3 2

本授業科⽬は、「⾼等学校教諭⼀種免許状(情報)」取得のために設定
された「教職に関する科⽬」のひとつである。前期「情報科教育の
理論と⽅法」の修得を本授業の学習前提条件とする。次年度の教育
実習も⾒据えつつ、⾼校「情報」科の教員として教壇に⽴ち、実際
に授業ができる実践能⼒を⾝に着ける。⾼校「情報」教員になるた
めの現状理解、世界と⽐較し⽇本の「⾼校『情報』科」が⽬指すも
のを考察、⾼校「情報」科授業の実践を通じて、教育実習はもとよ
り、即戦⼒として教壇に⽴てる技能のほか、将来教員として実践し
たい具体的な夢をたくさん⾒つけていく。

1.⾼校「情報」科の各科⽬の授業が⾏える
2.⾼校「情報」科として教育実習を完遂できる
4.「⾼校「情報」教員採⽤試験」を⾃信をもって受験できる
5.⾼校「情報」科の教員として授業の実施、施設管理、⽣徒理解、⾃
⼰研鑚ができる

1.半期15回の内、５回以上出席する
2.情報科教員の基礎的な資質を修得

道徳教育の理論と指導

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：専⾨分野Ⅱ 国
際学部：関連科⽬

3 2

道徳的指導⼒を獲得するため、道徳教育の意義や原理について様々
な⾓度から考え、道徳教育の歴史的な展開、さらには実践上の⽅法
や課題などについても学び、道徳教育について主体的に考える⼒を
⾝につける。

1.道徳教育の意義や原理などについて⽐較するなどして具体的に説明
することができる。
2.学校における道徳教育の⽬標や内容を記述することができ、学校の
教育活動全体を通じて⾏う道徳教育及びその要となる道徳科におけ
る指導計画や指導⽅法を授業に応⽤することができる。

1.道徳教育の意義や原理などについておおまかに述べることができ
る。
2.学校における道徳教育の⽬標や内容をある程度記述することがで
き、学校の教育活動全体を通じて⾏う道徳教育及びその要となる道
徳科における指導計画や指導⽅法を授業に⼀定程度適⽤することが
できる。

教育の⽅法と技術

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：専⾨分野Ⅱ 国
際学部：関連科⽬

2 2

激変する社会の課題を克服し、新しい時代を拓く次世代の能⼒を開
発し伸ばすため、新しい教育⽅法論や指導技術が考案され、様々な
教材・教具が開発されてきた歴史を辿り、教育⽅法の本質を掴む。
具体的には、学校教育の普及に伴う⼀⻫教授の浸透、個々の能⼒を
開発し効果的な学習を促す児童中⼼主義や経験主義のアプローチ、
⾼学歴化の進⾏に伴う学⼒観及び学⼒評価の多様化、脱学校論の⽀
持によるホームスクーリング及びインターネットによる在宅学習の
選好等に着⽬する。そして、今後の学校教育におけるICT機器の活⽤
を通じた「主体的・対話的で深い学び」を実現し、論理的思考を指
導するための基礎的技能を⾝につける。さらに、学期中に中学・⾼
等学校を訪問・⾒学、独⾃の教育理念や新学習指導要領に基づく教
育実践や学習評価の⽅法について報告レポートを作成し、⼤学での
学びを深化し、より良い指導技術や教育実践を考究する。

1.教育⽅法の理論と実践の歴史を踏まえ、現代の学校教育実践の諸課
題を指摘できる。
2.学習指導の類型とその効果と難点を理解し、授業での活⽤⽅法を提
案できる。
3.学習状況の評価や評定について、法令等に基づく⼿続きや様式を理
解し、しくみを説明できる。
4.取得予定の免許教科（中学校・⾼等学校）の学習指導要領、教科
書、年間教育計画、学習指導案について相互の関わりを説明し、学
習指導案の⼀部を作成できる。
5.学校訪問及び授業⾒学をし、その教育実践の特徴を掴み、報告レ
ポートを書くことができる。

1.学校教育における教育⽅法の理論と実践の歴史について整理し、説
明できる。
2.学習指導の類型とその効果と難点を整理できる。
3.学習状況の評価や評定について、法令等に基づく⼿続きや様式を理
解している。
4.取得予定の免許教科（中学校・⾼等学校）の学習指導要領、教科
書、年間教育計画、学習指導案について相互の関わりを説明でき
る。
5.学校訪問及び授業⾒学をし、その学校運営と教育実践の特徴を掴
み、報告レポートを提出期限までに提出することができる。

⽣徒指導（栄養教諭）
家政学部：資格に関
する科⽬

3 2

1.⽣徒指導の知識全般に積極的な関⼼を向け、意欲的に学ぶことがで
きる。
2.教育課程における⽣徒指導の位置付け、および各教科・道徳教育・
総合的な学習の時間・特別活動における⽣徒指導の意義や重要性に
関する総合的知識を習得できる。
3.学級担任・教科担任・栄養教諭の校務分掌上の役割、および学校の
指導⽅針・年間指導計画に基づいた組織的な取り組みの重要性を総
合的に理解できる。
4.校則・懲戒・体罰等の⽣徒指導に関する主な法令の内容、⽣徒指導
上の課題の定義や対応の視点、および⽣徒指導体制と教育相談体制
の違いについて総合的に理解できる。
5.集団指導・個別指導の⽅法原理に基づき、児童・⽣徒の⾃⼰の存在
感が育まれるような場や機会の設定のあり⽅について、⾃分なりの
包括的な考えを⽰すことができる。
6.⽣活習慣の確⽴や規範意識の醸成等の⽇々の⽣徒指導のあり⽅を⼗
分に理解できる。
7.⼼理・社会的発達に関する諸理論の概要、「⾷」が⼼⾝の成⻑に及
ぼす影響、および「⾷」を取り巻く社会環境について包括的に理解
できる。
8.⾷⾏動異常の様相、児童・⽣徒の抱える⾷に関する⽣徒指導上の課
題、および栄養教諭、養護教諭等の教職員、外部の専⾨家、関係機
関等との学校内外の連携を含めた対応のあり⽅について総合的に理
解できる。

1.⽣徒指導の基礎的知識に関⼼を向け、意欲的かつ計画的に学ぶこと
ができる。
2.教育課程における⽣徒指導の位置付けや、各教科・道徳教育・総合
的な学習の時間・特別活動における⽣徒指導の意義に関する基礎的
知識を習得できる。
3.学級担任・教科担任・栄養教諭の校務分掌上の役割、および学校の
指導⽅針・年間指導計画にそった組織的な取り組みに関する基礎的
知識を獲得できる。
4.校則・懲戒・体罰等の⽣徒指導に関する主な法令の内容、⽣徒指導
上の課題の定義や対応の視点、および⽣徒指導体制と教育相談体制
に関する基本的知識を得ることができる。
5.集団指導・個別指導の⽅法原理に基づいて、児童・⽣徒の⾃⼰の存
在感が育まれるような場や機会の設定のあり⽅について、⾃分なり
の考えを⽰すことができる。
6.⽣活習慣の確⽴や規範意識の醸成等の⽇々の⽣徒指導のあり⽅の基
本を理解できる。
7.⼼理・社会的発達に関する諸理論の概要、「⾷」が⼼⾝の成⻑に及
ぼす影響、および「⾷」を取り巻く社会環境についての基本的知識
を習得できる。
8.⾷⾏動異常の様相、児童・⽣徒の抱える⾷に関する⽣徒指導上の課
題、および栄養教諭、養護教諭等の教職員、外部の専⾨家、関係機
関等との連携を含めた対応のあり⽅についての基本的知識を獲得で
きる。

「⽣徒指導（栄養教諭）」では、まず、⽣徒指導の位置付けや意義
について学び、学校の組織的な取り組みの重要性や⽣徒指導上の課
題と対応の視点について理解する。次に、集団指導・個別指導の⽅
法原理について知り、児童・⽣徒の⾃⼰の存在感が育まれるような
⽣徒指導のあり⽅について考える。また、⼈間の⼼理・社会的発達
の道筋を知り、「⾷」が⼼⾝の成⻑に及ぼす影響、および「⾷」を
取り巻く社会環境について幅広く理解する。そして、⾷⾏動異常の
様相、児童・⽣徒の抱える⾷に関する⽣徒指導上の課題、および栄
養教諭の学校内外の連携のあり⽅について考える。さらに補⾜する
と、この授業では実践的な理解をより深めるために、⽣徒指導のた
めの有効な⽅法である絵画療法やロール・プレイングにも取り組
む。また、⽣徒指導に関する視野を広げるために、履修⽣同⼠で
ディスカッションを⾏う。



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

教職実践演習（中・
⾼）

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：その他資格関連
科⽬ 国際学部：諸
資格に関する科⽬

4 2

⼤学1-4年⽣で⾝につけた教職や教科に関する専⾨知識と、教育実習
で得た教科指導および⽣徒指導の経験と技術を統合深化させて、発
達段階にある⼦ども達の教育を担う専⾨職としての責任や使命をあ
らためて確認し、教育現場で必要とされ⾃らに不⾜とする技能を省
察し、その向上を図る。そして、実践的指導⼒を確かなものとする
ため、具体的には次のような授業⽅法を組み合わせる。⼤学教員お
よび現職中学校・⾼等学校教員によるレクチャーの聴講、近隣の中
等教育機関の⾒学や現職教員へのインタヴュー、学校内を想定した
⽣徒指導のロールプレイング、職員会議等に擬した集団討論、模擬
授業の計画実施である。これらを通じて、学校現場で要求される上
司・同僚・保護者との連携や協⼒関係の構築、⽣徒理解と指導の幅
広い視点を⾝につけることが期待される。

1.公教育担当者の⾃覚をもつことができる。
2.教育実習の経験を反省材料に、教育指導技能の向上を⽬指して学び
続けることができる。
3.教育専⾨職者として実践的な指導ができるようになる。

1.教育実習の経験を反省材料として、教師の仕事について確かな認識
をもつことができる。
2.公教育の意味を理解し、その担当者としての資質を⼗全なものにし
ようとする態度を⾝につけることができる。
3.授業計画を⽴案し、教育指導に必要な必要最低限の技能を⾏使する
ことができる。
4.教師になる意欲をもち続け、そのための⽅途を模索することができ
る。

特別⽀援教育概論

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：専⾨分野Ⅱ 国
際学部：関連科⽬

2 2

特別の⽀援を必要とする幼児、児童及び⽣徒に対する理解する前提
として、まず⼈間の⾏動発達の基本について解説します。次に特別
⽀援を必要とする幼児、児童及び⽣徒に関する教育現場の現状を紹
介し、特別⽀援を必要とする幼児、児童及び⽣徒として、知的障
害、肢体不⾃由、視覚障害、聴覚障害、発達障害（学習障害、⾃閉
症スペクトグラム障害、注意⽋陥多動障害を取り上げ、⾝体的特徴
と⾏動発達を概観していきます。更に特別⽀援を必要とする幼児、
児童及び⽣徒への対応について解説していきます。その上で特別⽀
援教育におけるコーディネーターの役割、関係機関・家庭との連携
など、インクルーシブ教育システムを含めた特別⽀援教育に関する
制度の理念や仕組みについて概観していきます。

1.特別の⽀援を必要とする幼児、児童及び⽣徒の障害の特性及び⼼⾝
の発達を理解できる。
2.障害を抱える幼児、児童及び⽣徒の学習上⼜は⽣活上の困難につい
て基礎的な知識を⾝につけ、活⽤できる。
3.障害はないが特別な教育的ニーズのある幼児、児童及び⽣徒の学習
上⼜は⽣活上の困難とその対応を理解できる。
4.特別⽀援教育コーディネーター、関係機関・家庭と連携しながら⽀
援体制を構築することの必要性を理解できる。
5.インクルーシブ教育システムを含めた特別⽀援教育に関する制度の
理念や仕組みを理解する。

1.特別の⽀援を必要とする幼児、児童及び⽣徒の障害の特性及び⼼⾝
の発達を理解できる。
2.障害を抱える幼児、児童及び⽣徒の学習上⼜は⽣活上の困難につい
て基礎的な知識を⾝につけ、活⽤できる。
3.障害はないが特別な教育的ニーズのある幼児、児童及び⽣徒の学習
上⼜は⽣活上の困難とその対応を理解できる。
4.特別⽀援教育コーディネーター、関係機関・家庭と連携しながら⽀
援体制を構築することの必要性を理解できる。
5.インクルーシブ教育システムを含めた特別⽀援教育に関する制度の
理念や仕組みを理解する。

特別活動及び総合的な
学習の時間の理論と指
導

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：専⾨分野Ⅱ 国
際学部：関連科⽬

2 2

特別活動及び総合的な学習の時間の⽬標や内容などを理解し、指導
計画を作成して指導を⾏うために必要な基礎的な知識と能⼒を⾝に
付ける。

1.中等教育における特別活動及び総合的な学習（探求）の時間の理論
的知識を習得する。
2.特別活動及び総合的な学習（探求）の時間の果たす役割を理解し、
内容に関⼼を持つ。
3.特別活動及び総合的な学習（探求）の時間とは何かを考え、具体的
事例について考える。
4.特別活動及び総合的な学習（探求）の時間に関する実践的スキルを
⾝につける。

1.中等教育における特別活動及び総合的な学習（探求）の時間の理論
的知識を習得する。
2.特別活動及び総合的な学習（探求）の時間の果たす役割を理解し、
内容に関⼼を持つ。
3.特別活動及び総合的な学習（探求）の時間とは何かを考え、具体的
事例について考える。
4.特別活動及び総合的な学習（探求）の時間に関する実践的スキルを
⾝につける。

⽣徒指導(進路指導を
含む)

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：専⾨分野Ⅱ 国
際学部：諸資格に関
する科⽬

3 2

「⽣徒指導（進路指導を含む）」では、まず、⽣徒指導の位置付け
や意義について学び、学校の組織的な取り組みのあり⽅について把
握する。次に、⽣徒指導上の課題の内容（暴⼒⾏為、いじめ、不登
校、インターネット、性に関する課題、児童虐待等）や、集団指
導・個別指導の⽅法原理について理解する。そして、発達特性や集
団の形成過程と関連づけて、⽣徒指導上の課題に対応する視点を養
う。また、⽣徒指導体制と教育相談体制のあり⽅や両者の相違につ
いて理解したうえで、専⾨家や関係機関との連携のあり⽅について
考える。その後、進路指導・キャリア教育の位置づけ・意義・重要
性を理解し、組織的な指導体制、および家庭や関係機関との連携の
重要性について知る。さらに補⾜すると、この授業では実践的な理
解をより深めるために、ポートフォリオの作成やディスカッション
等を⾏う。

1.⽣徒指導にかかわる全般的知識に積極的な関⼼を向け、意欲的に学
ぶことができる。
2.⽣徒指導の定義や教育課程における⽣徒指導の位置づけ・意義・重
要性について⼗分に理解し、学校の指導⽅針や年間指導計画、およ
び校務分掌に基づく組織的な取り組みの重要性を総合的に理解でき
る。
3.集団指導・個別指導の⽅法原理の基礎について⼗分に理解し、発達
特性や集団の形成過程と関連づけた⽣徒指導のあり⽅を包括的に理
解できる。
4.校則・懲戒・体罰等の⽣徒指導に関する様々な法令の内容を理解
し、発達特性や集団の形成過程と関連づけて暴⼒⾏為・いじめ・不
登校等の⽣徒指導上の重要な課題の内容や対応について総合的に理
解できる。
5. ⽣徒指導体制と教育相談体制のあり⽅や両者の相違について⼗分
に理解したうえで、専⾨家や関係機関との連携のあり⽅を詳細に⽰
すことができる。
6. インターネットや性に関する課題、児童虐待への対応等の今⽇的
な⽣徒指導上の課題や、専⾨家や関係機関との連携のあり⽅の概略
を⽰すことができる。
7.教育課程における進路指導・キャリア教育の位置づけ・意義・重要
性を総合的に理解し、組織的な指導体制、および家庭や関係機関と
の連携の重要性についても包括的に把握することができる。
8.⽣涯を通じたキャリア形成の視点に⽴った⾃⼰評価の意義を詳細に
説明し、ポートフォリオを⼗分に活⽤できる。

1.⽣徒指導にかかわる基礎的知識に関⼼を向け、意欲的に学ぶことが
できる。
2.⽣徒指導の定義や教育課程における⽣徒指導の位置づけ・意義・重
要性について理解し、学校の指導⽅針や年間指導計画、および校務
分掌に基づく組織的な取り組みの重要性を理解できる。
3.集団指導・個別指導の⽅法原理の基礎について理解し、発達特性や
集団の形成過程と
4.校則・懲戒・体罰等の⽣徒指導に関する基礎的な法令の内容を理解
し、発達特性や集団の形成過程と関連づけて暴⼒⾏為・いじめ・不
登校等の⽣徒指導上の重要な課題の内容や対応の基本について理解
できる。
5.⽣徒指導体制と教育相談体制の相違を理解したうえで、専⾨家や関
係機関との連携のあり⽅の基本を⽰すことができる。
6. インターネットや性に関する課題、児童虐待への対応等の今⽇的
な⽣徒指導上の課題や、専⾨家や関係機関との連携のあり⽅の概略
を⽰すことができる。
7.教育課程における進路指導・キャリア教育の位置づけ・意義・重要
性を⼀通り理解したうえで、組織的な指導体制、および家庭や関係
機関との連携の重要性についても把握することができる。
8.⽣涯を通じたキャリア形成の視点に⽴った⾃⼰評価の意義を説明
し、ポートフォリオを活⽤することができる。

1.教育相談に関連する知識や実践体験に関⼼を向け、意欲的かつ計画
的に学ぶことができる。
2.学校における教育相談の意義と課題、および教育相談を適切に⾏う
ために不可⽋な理論・概念の基礎について理解できる。
3.受容・傾聴・共感的理解等のカウンセリングの姿勢や具体的な技法
の、基本的内容について理解できる。
4.児童・⽣徒の不適切な⾏動の意味について理解したうえで、発達段
階・発達課題を考慮しながら、いじめ、不登校、虐待、⾮⾏等の課
題に対する教育相談を進める⽅法の基礎について理解できる。
5.教師が児童・⽣徒の発するシグナルに気づき、適切に対応する⽅法
について⾃分なりに⼯夫することができる。
6.学校教育におけるカウンセリングマインドの必要性を理解できると
ともに、教育相談の計画の作成や必要な校内体制の整備等、および
組織的な取り組みの基本について理解できる。
7.児童・⽣徒・保護者に対する教育相談を⾏う際の⽬標の⽴て⽅や進
め⽅について、職種や公務分掌に応じて⾃分なりに⽰すことができ
る。
8.地域の医療・福祉・⼼理等の専⾨機関との連携の意義や必要性を知
ることができる。

教育相談(ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを
主とする)

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：専⾨分野Ⅱ 国
際学部：諸資格に関
する科⽬

3 2

「教育相談(カウンセリングを主とする）」では、最初の段階で集中
的に理論学習を⾏うことを通して、学校における教育相談の意義、
および教育相談を⾏ううえで不可⽋な理論や概念について把握す
る。その後は、座学の授業回とロール・プレイングの授業回を設け
て、理論と実践の往還により、教育相談に関連する幅広い理解を深
める。具体的には、受容・傾聴・共感的理解等のカウンセリングの
姿勢を⾝に付け、具体的な相談の技法について体得する。さらに、
児童・⽣徒の不適切な⾏動の背後にある意味について把握したうえ
で、教師が児童・⽣徒の発達段階・発達課題を踏まえて、適切で柔
軟に対応するための⽅法について⼯夫し、教師の役割への気づきを
深める。それに加えて、児童・⽣徒・保護者に対する教育相談を⾏
う際の⽬標の⽴て⽅や進め⽅について把握するとともに、学校の内
外の組織的な取り組みや連携の必要性について理解する。

1.教育相談に関連する知識や実践体験に積極的な関⼼を向け、意欲的
かつ計画的に学ぶことができる。
2.学校における教育相談の意義と課題、および教育相談を適切に⾏う
ために不可⽋な理論・概念について⼗分に理解できる。
3.受容・傾聴・共感的理解等のカウンセリングの姿勢や、具体的な技
法の内容について総合的に理解できる。
4.児童・⽣徒の不適切な⾏動の意味について⼗分に理解したうえで、
発達段階・発達課題を考慮しながら、いじめ、不登校、虐待、⾮⾏
等の課題に対する教育相談を進める⽅法について、包括的に理解で
きる。
5.教師が児童・⽣徒の発するシグナルに気づき、適切に対応する⽅法
について⾃分なりに総合的に⼯夫することができる。
6.学校教育におけるカウンセリングマインドの必要性を⼗分に理解で
きるとともに、教育相談の計画の作成や必要な校内体制の整備等、
組織的な取り組みの重要性について包括的に理解できる。
7.児童・⽣徒・保護者に対する教育相談を⾏う際の⽬標の⽴て⽅や進
め⽅について、職種や公務分掌に応じて適切に例⽰できる。
8.地域の医療・福祉・⼼理等の専⾨機関との連携の意義や必要性を総
合的に理解できる。



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

教育課程の意義と編成

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：専⾨分野Ⅱ 国
際学部：関連科⽬

2 2

教育課程の意義、関係法令、教育課程の変遷、学習指導要領の特
徴、学習指導要領を踏まえた教育課程の編成・実施のポイント、教
育課程に関する基礎的な理論、カリキュラム・マネジメントなどに
ついて考えながら学び、学校組織の⼀員として教育課程の編成・実
施に主体的に参画・協働するために必要な知識と能⼒を⾝に付け
る。

1.教育課程の意義や教育課程の基準の必要性などについて説明でき
る。
2.教育課程に関する法令や学習指導要領の特徴について説明できる。
3.学習指導要領総則を踏まえ学校での教育課程の編成・実施のポイン
トについて説明できる。
4.教育課程の編成・実施に関わる基礎的な理論について説明できる。
5.教育課程の変遷（各時代の学習指導要領の特徴等）について説明で
きる。
6.カリキュラム・マネジメントについてその考え⽅や重要性について
説明できる。

1.教育課程の意義や教育課程の基準の必要性などについて説明でき
る。
2.教育課程に関する法令や学習指導要領の特徴について説明できる。
3.学習指導要領総則を踏まえ学校での教育課程の編成・実施のポイン
トについて説明できる。
4.教育課程の編成・実施に関わる基礎的な理論について説明できる。
5.教育課程の変遷（各時代の学習指導要領の特徴等）について説明で
きる。
6.カリキュラム・マネジメントについてその考え⽅や重要性について
説明できる。

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：その他資格関連
科⽬ 国際学部：諸
資格に関する科⽬

教育実習Ⅰ(事前・事
後指導を含む)

1. 事前指導（課題や実務の確認・模擬授業）を通して、教育実習に
関する関⼼を⾼め、⼗分な⼼構えをもつとともに、教育実習全般に
対する⾃⼰課題を設定することができる。
2.事前指導（課題や実務の確認・模擬授業）を通して、教育実習に不
可⽋な基本的な知識・情報を習得することができる。
3.教育実習では、各教科の授業や特別活動に関連する教材研究を意欲
的に⾏い、適切な教材選択ができる。
4.教育実習では、個々の⽣徒や集団の状況をつかみ、各教科の授業や
特別活動に関連して基本的な指導計画を作成することができる。
5.教育実習で担当する各教科の授業や特別活動では、説明・発問・板
書等を⾏って、基本的な学習の⽬標を達成することができる。
6.教育実習では、⽣徒や学級の実態を把握し、諸活動に参加して、基
本的な⽣徒指導・学級経営を⾏うことができる。
7.教育実習では、教育実習⽣としてふさわしい態度をもって勤務でき
る。
8.事後指導を通して、教育実習の体験過程を振り返り、基本的な整理
を⾏うことができる。

1.事前指導（課題や実務の確認・模擬授業）を通して、教育実習に関
する積極的な関⼼を⾼め、⼗分な⼼構えをもつとともに、教育実習
全般に対する適切な⾃⼰課題を設定することができる。
2. 事前指導（課題や実務の確認・模擬授業）を通して、教育実習に
不可⽋な総合的な知識・情報を習得することができる。
3.教育実習では、各教科の授業や特別活動に関連する教材研究を意欲
的かつ丁寧に⾏い、⼗分に適切な教材選択ができる。
4.教育実習では、個々の⽣徒や集団の状況をよくつかみ、各教科の授
業や特別活動に関連して綿密で適切な指導計画を作成することがで
きる。
5.教育実習で担当する各教科の授業や特別活動では、適切な説明・発
問・板書等を⾏って、包括的な学習の⽬標を達成することができ
る。
6.教育実習では、⽣徒や学級の実態を把握し、諸活動に参加して、効
果的な⽣徒指導・学級経営を⾏うことができる。
7.教育実習では、教育実習⽣として⼗分にふさわしい態度をもって、
⾃発的かつ協働的に勤務できる。
8.事後指導を通して、教育実習の体験過程を詳細に振り返り、⼗分な
整理を⾏うとともに、今後の課題について⾒極めることができる。

「教育実習（事前・事後指導を含む）」は、事前指導・実習・事後
指導の３段階に分かれている。事前授業の⽬的は、学⽣ひとりひと
りが実習の意義について⾃らに引き付けて考え、意欲と⽬的意識を
もって実習に臨もうとする姿勢を⾝に付けることである。そのため
教育実習の意義や⽬的について説明した後に、その実務に関する基
本事項の確認を⾏う。次に、教師役の希望者を募り、教師役以外の
履修者を⽣徒役として、模擬授業を⾏う。教育実習では、教育実習
⽣としてふさわしい態度・⾏動に留意し、観察・参加・学習指導を
中⼼に活動を⾏う。事後指導では、⾃らの体験を整理し総括するこ
とを中⼼課題とする。

34
⽂芸学部：その他資
格関連科⽬

教育実習II（事前・事
後指導を含む）

1. 事前指導（課題や実務の確認・模擬授業）を通して、教育実習に
関する関⼼を⾼め、⼗分な⼼構えをもつとともに、教育実習全般に
対する⾃⼰課題を設定することができる。
2.事前指導（課題や実務の確認・模擬授業）を通して、教育実習に不
可⽋な基本的な知識・情報を習得することができる。
3.教育実習では、各教科の授業や特別活動に関連する教材研究を意欲
的に⾏い、適切な教材選択ができる。
4.教育実習では、個々の⽣徒や集団の状況をつかみ、各教科の授業や
特別活動に関連して基本的な指導計画を作成することができる。
5.教育実習で担当する各教科の授業や特別活動では、説明・発問・板
書等を⾏って、基本的な学習の⽬標を達成することができる。
6.教育実習では、⽣徒や学級の実態を把握し、諸活動に参加して、基
本的な⽣徒指導・学級経営を⾏うことができる。
7.教育実習では、教育実習⽣としてふさわしい態度をもって勤務でき
る。
8.事後指導を通して、教育実習の体験過程を振り返り、基本的な整理
を⾏うことができる。

1.事前指導（課題や実務の確認・模擬授業）を通して、教育実習に関
する積極的な関⼼を⾼め、⼗分な⼼構えをもつとともに、教育実習
全般に対する適切な⾃⼰課題を設定することができる。
2. 事前指導（課題や実務の確認・模擬授業）を通して、教育実習に
不可⽋な総合的な知識・情報を習得することができる。
3.教育実習では、各教科の授業や特別活動に関連する教材研究を意欲
的かつ丁寧に⾏い、⼗分に適切な教材選択ができる。
4.教育実習では、個々の⽣徒や集団の状況をよくつかみ、各教科の授
業や特別活動に関連して綿密で適切な指導計画を作成することがで
きる。
5.教育実習で担当する各教科の授業や特別活動では、適切な説明・発
問・板書等を⾏って、包括的な学習の⽬標を達成することができ
る。
6.教育実習では、⽣徒や学級の実態を把握し、諸活動に参加して、効
果的な⽣徒指導・学級経営を⾏うことができる。
7.教育実習では、教育実習⽣として⼗分にふさわしい態度をもって、
⾃発的かつ協働的に勤務できる。
8.事後指導を通して、教育実習の体験過程を詳細に振り返り、⼗分な
整理を⾏うとともに、今後の課題について⾒極めることができる。

「教育実習（事前・事後指導を含む）」は、事前指導・実習・事後
指導の３段階に分かれている。事前授業の⽬的は、学⽣ひとりひと
りが実習の意義について⾃らに引き付けて考え、意欲と⽬的意識を
もって実習に臨もうとする姿勢を⾝に付けることである。そのため
教育実習の意義や⽬的について説明した後に、その実務に関する基
本事項の確認を⾏う。次に、教師役の希望者を募り、教師役以外の
履修者を⽣徒役として、模擬授業を⾏う。教育実習では、教育実習
⽣としてふさわしい態度・⾏動に留意し、観察・参加・学習指導を
中⼼に活動を⾏う。事後指導では、⾃らの体験を整理し総括するこ
とを中⼼課題とする。

54

ICT活⽤教育の理論と
⽅法

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：専⾨分野Ⅱ 国
際学部：関連科⽬

2 1

情報通信技術（ICT：Information and Communication Technology）
は必ずしも⾰新的な教授法術を与えてくれる魔法ではない。⾳楽科
教員は演奏が上⼿で、理科教員は上⼿に演⽰実験ができる。これは
「楽器」や「実験器具」を適切に活⽤し、かつ、これらが教授活動
において⽋かすことのできない「教具」だからである。また、ほと
んどの教員が⿊板にチョークでわかりやすく解説を記述できるのは
「⿊板」や「チョーク」が「教具」だからである。しかし、現代の
⽇本において急速に普及し教育利⽤されている各種情報通信機器
（タブレット、電⼦⿊板など）は必ずしも「教具」とまでは昇華し
ていないのが現状である。
こうした背景をうけ本授業では、⽇本において急速に浸透した「教
育の情報化」について歴史を踏まえ概観するとともに、世界にも⽬
を向け、先⾏した結果や結論を吟味し、これからの成果をふまえICT
活⽤教授⽅略についてメリットとデメリットを⼗分考察したうえ
で、ICTを利活⽤する指導案作成を演習を通じて⾏う。他⽅、学校現
場では授業のみならず校務や課外活動など様々な場⾯でICTを効果的
に活⽤している反⾯、情報危機にも直⾯している。よって、本授業
では学校現場におけるICT活⽤好事例のみを⽰すにとどめず、インシ
デント実例も取り上げ、シミュレーション実習も交えてこれらの危
機に応じた対処法について考察する。また、現在開発中の先端機器
やシステムに触れる機会を設け、将来新興テクノロジーが登場した
際も、メリットとデメリットを⼗分検証し、教育現場への導⼊を主
体的に⾃⼰研鑽できる⽅略を考察する。
なお、本授業ではVR空間上に構築した仮想LMS（Learning
Management System）プロトタイプシステムを活⽤し、各授業教材
の配布・提⽰やグループワークおよびディスカッション管理等を⾏
い、本授業の進⾏および事前事後学習そのものに先端システムの体
験機会を設ける。

・世界の教育の情報化に関する功罪を明確に理解した上で、情報通
信技術の活⽤に関する意義と理論を正しく理解する。
・なぜ教育現場で情報通信技術を活⽤するのか（または活⽤しない
のか）明確に理解した上で、情報通信技術を効果的に利活⽤した学
習指導や校務推進の在り⽅について理解する。
・⽣徒へ情報利活⽤能⼒（情報モラルを含む）を涵養するための教
授法（各教科等における横断的内容を含む）を⾝に着けるととも
に、情報化された教育現場における諸問題（インシデントを含む）
を適切に判断し対処できる基礎知識を習得する。
・今後、新たに登場する情報通信技術について教育現場への応⽤を
考察し、未来の学校現場を構想できる、主体的な⾃⼰研鑽法を⾝に
付ける。

・世界の教育の情報化に関する功罪を（明確に）理解した上で、情
報通信技術の活⽤に関する意義と理論を（正しく）理解する。
・なぜ教育現場で情報通信技術を活⽤するのか（または活⽤しない
のか）（明確に）理解した上で、情報通信技術を効果的に利活⽤し
た学習指導や校務推進の在り⽅についてある程度理解する。
・⽣徒へ情報利活⽤能⼒（情報モラルを含む）を涵養するための教
授法（各教科等における横断的内容を含む）を⾝に着けるととも
に、情報化された教育現場における諸問題（インシデントを含む）
を適切に判断し対処できる基礎知識をある程度習得する。
・今後、新たに登場する情報通信技術について教育現場への応⽤を
考察し、未来の学校現場を構想できる、主体的な⾃⼰研鑽法をある
程度⾝に付ける。



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

学校経営と学校図書館

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：専⾨分野Ⅱ 国
際学部：諸資格に関
する科⽬

3 2

国際化・情報化の進展により社会は変⾰を求められている。こうし
た変化に対応するには、異⽂化を理解し多様な価値観を認める態
度、多様な情報を収集分析して活⽤できる能⼒、⾃⼰の⽣き⽅を⼤
事にしながら他者の考え⽅をも認める態度の育成が⼤切である。現
在学校では、⾃らが課題を⾃覚し必要な情報を収集し解決に導く⾃
学⾃習能⼒の育成が⼤きな課題となっている。児童・⽣徒にこうし
た能⼒を⾝に付けさせるために、学校図書館が学校教育を補完する
施設としてきちんと機能していくことが重要といえる。学校図書館
が果たすべき教育的意義・役割、運営に関わる基本的事項を解説
し、学校教育と図書館の望ましいあり⽅を考えてもらうことを⽬的
とする。

1.学校の中で学校図書館の果たすべき教育的な意義や役割を深く理解
し，それを他者に説明できる。
2.学校図書館の運営に必要な知識のうち，学校経営に関わることを網
羅的に理解し，それを他者に説明できる。
3.学校経営の観点からの司書教諭の役割について深く理解し，それを
他者に説明できる。

1.学校の中で学校図書館の果たすべき教育的な意義や役割について最
低限の説明ができる。
2.学校図書館の運営に必要な知識のうち，学校経営に関わることにつ
いて最低限の説明ができる。
3.学校経営の観点からの司書教諭の役割について最低限の説明ができ
る。

学校図書館メディアの
構成

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：専⾨分野ＩＩ
国際学部：諸資格に
関する科⽬

3 2

学習過程において活⽤される教材・教具には図書や視聴覚メディア
をはじめとする多様なメディアがある。これらを活⽤していくこと
は、児童・⽣徒が学習内容に対する理解と思考を深め、情報や知識
を収集・整理し活⽤していく⽅法を習得するのを助けることにな
る。学校図書館の多様なメディアの存在意義を理解し、メディアの
収集・整理・蓄積・利⽤において学校図書館が果たすべき役割を考
える。また、学校図書館メディアが利⽤⽬的に応じて効率的に活⽤
されるためには、利⽤しやすいように整理し組織化しておく必要が
ある。メディアを内容(主題)によって分類し排列すると同時に、必要
なものを迅速かつ的確に探し出せるよう⽬録を整備するといったメ
ディアの組織化について解説する。

1.学校図書館メディア(情報メディアを除く，以下同じ)の種類やそれ
ぞれの特性，利⽤法を網羅的に理解し，それを他者に説明できる。
2.学校図書館メディアのコレクション構築についての深い知識を持
ち，それを他者に説明できる。
3.分類法を⽤いて学校図書館メディアの分類作業を⾏う⽅法を体系的
に理解し，それを他者に説明できる。
4.分類法を⽤いて，応⽤的な学校図書館メディアの分類作業を⾏うこ
とができる。
5.⽬録法を⽤いて学校図書館メディアの⽬録レコード作成を⾏う⽅法
を体系的に理解し，それを他者に説明できる。
6.⽬録法を⽤いて，応⽤的な学校図書館メディアの⽬録レコード作成
作業を⾏うことができる。

1.学校図書館メディア(情報メディアを除く，以下同じ)の種類やそれ
ぞれの特性，利⽤法について最低限の説明ができる。
2.学校図書館メディアのコレクション構築について最低限の説明がで
きる。
3.分類法を⽤いて学校図書館メディアの分類作業を⾏う⽅法について
最低限の説明ができる。
4.分類法を⽤いて，基礎的な学校図書館メディアの分類作業を⾏うこ
とができる。
5.⽬録法を⽤いて学校図書館メディアの⽬録レコード作成を⾏う⽅法
について最低限の説明ができる。
6.⽬録法を⽤いて，基礎的な学校図書館メディアの⽬録レコード作成
作業を⾏うことができる。

学習指導と学校図書館

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：専⾨分野ＩＩ
国際学部：諸資格に
関する科⽬

3 2

情報社会の進展により、学校教育の⽬的は⽣涯に渡る⾃⼰学習を可
能にする能⼒を⾝に付けることへと変化し、学校教育⾃体が⽣涯学
習体系の⼀環として位置付けられるようになった。⽣涯を通して⾃
ら学ぶことを可能にするメディア活⽤能⼒の育成は、学校教育に対
する社会的な要請といえる。「学び⽅を学ぶ」教育は、学校教育の
今⽇的課題であり、そのために教科学習をはじめあらゆる教育活動
に、学校図書館とそのメディアを活⽤する学習活動を展開していく
ことが求められている。メディア活⽤能⼒の育成を⽀援する学校図
書館と司書教諭の役割についての理解を深めると同時に、教育課程
の展開に学校図書館を活⽤していくための具体的な⽅法について考
える。

1.教科教育における学校図書館およびそのメディアの活⽤⽅法を網羅
的に理解し，それを他者に説明できる。
2.総合学習における学校図書館およびそのメディアの活⽤⽅法を網羅
的に理解し，それを他者に説明できる。
3.課外活動における学校図書館およびそのメディアの活⽤⽅法を網羅
的に理解し，それを他者に説明できる。
4.児童・⽣徒・教諭のメディア活⽤能⼒の育成を⽀援する司書教諭の
役割について深く理解し，それを他者に説明できる。

1.教科教育における学校図書館およびそのメディアの活⽤⽅法につい
て最低限の説明ができる。
2.総合学習における学校図書館およびそのメディアの活⽤⽅法につい
て最低限の説明ができる。
3.課外活動における学校図書館およびそのメディアの活⽤⽅法につい
て最低限の説明ができる。
4.児童・⽣徒・教諭のメディア活⽤能⼒の育成を⽀援する司書教諭の
役割について最低限の説明ができる。

読書と豊かな⼈間性

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：専⾨分野ＩＩ
国際学部：諸資格に
関する科⽬

3 2

読書及び読書指導(教育)の必要性を確認することから出発し、そのた
めには、どのような学校図書館や図書館活動が有効かを理解したう
えで、具体的な読書指導の⽅法について学ぶ。⼦どもに本を読むこ
とを推奨していくのは、学校教育の⼤切な役割の⼀つといえる。読
書が⼈間性や創造性を⾼めてゆく上で⼤きな影響を及ぼし、⼦ども
の⼈格形成に深く関わることは広く認められているところである。
しかし、読書⾏為を継続させ習慣化に⾄らせるためには、児童・⽣
徒の発達段階に応じた適切な動機付けが不可⽋である。読み聞か
せ・ストーリーテリング・ブックトークなどの⽅法を駆使しながら
読書指導を⾏うのは司書教諭の重要な役割といえる。読書指導の意
義・役割、発達段階に応じた指導の在り⽅などを解説し、理解を深
めるようにするとともに、⼦どもの読書習慣の形成に有効と思われ
る動機付けの⽅法を考える。読書環境の変化と⼦どもにとっての読
書の意義にも触れる。

1.読書および読書指導の必要性を深く理解し，それを他者に説明でき
る。
2.児童・⽣徒に読書への興味を持たせるための様々な図書館活動につ
いて深く理解し，それを他者に説明できる。
3.児童・⽣徒の発達段階に応じた読書指導のあり⽅を深く理解し，そ
れを他者に説明できる。
4.読書習慣の形成を促す動機付けの⽅法を深く理解し，それを他者に
説明できる。

1.読書および読書指導の必要性について最低限の説明ができる。
2.児童・⽣徒に読書への興味を持たせるための様々な図書館活動につ
いて最低限の説明ができる。
3.児童・⽣徒の発達段階に応じた読書指導のあり⽅について最低限の
説明ができる。
4.読書習慣の形成を促す動機付けの⽅法について最低限の説明ができ
る。

情報メディアの活⽤

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：専⾨分野ＩＩ
国際学部：諸資格に
関する科⽬

3 2

パーソナルコンピュータとインターネットの普及により、⼩・中・
⾼等学校においても教育にコンピュータが使われている。教育現場
では、「情報のエキスパート」「メディア専⾨職」たる司書教諭
が、学校図書館の運営のみならず教諭や児童・⽣徒のコンピュータ
およびインターネット利⽤の⼿助けをすることが求められている。
また、現在広く活⽤されており、さらに多様化が進んでいる視聴覚
メディアについて知ることも重要である。本科⽬では、コンピュー
タやコンピュータネットワークの基本的なしくみを論じた後、教育
現場におけるコンピュータ利⽤教育の基本的⽅法、新たな利⽤⽅法
を考えるためのヒント等を紹介する。さらに、実際に機器を操作し
演習課題をこなすことによって理解を深める。また、視聴覚メディ
アの特徴およびその活⽤法を論ずる。

1.視聴覚メディアの種類やそれぞれの特徴，扱い⽅，活⽤法について
網羅的に理解し，それを他者に説明できる。
2.コンピュータやインターネット，デジタルコンテンツなどの情報メ
ディアの種類やそれぞれの特徴，扱い⽅，活⽤法について網羅的に
理解し，それを他者に説明できる。
3.児童・⽣徒・教諭への視聴覚メディアや情報メディアの適切な提供
について深く理解し，それを他者に説明できる。
4.情報メディアに関する情報を収集する⽅法を網羅的に理解し，それ
を他者に説明できる。
5.⾃ら問題を設定し，情報メディアに関する情報を収集する⽅法を適
⽤して問題解決ができる。
6.情報メディアを学校教育および学校図書館へ応⽤的に適⽤すること
ができる。

1.視聴覚メディアの種類やそれぞれの特徴，扱い⽅，活⽤法について
最低限の説明ができる。
2.コンピュータやインターネット，デジタルコンテンツなどの情報メ
ディアの種類やそれぞれの特徴，扱い⽅，活⽤法について最低限の
説明ができる。
3.児童・⽣徒・教諭への視聴覚メディアや情報メディアの適切な提供
について最低限の説明ができる。
4.情報メディアに関する情報を収集する⽅法について最低限の説明が
できる。
5.情報メディアを学校教育および学校図書館へ適⽤する課題を，指⽰
された⽅法で⾏うことができる。

博物館学概論

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：その他資格関連
科⽬ 国際学部：関
連科⽬

2 2

Ⅰ．博物館の⽬的と課題 博物館とはどういうものかを、博物館法な
ど関係法規に照らしながら、その⽬的・種類などを講義する。同時
に現代社会の中で博物館がどのように運営されているか、種類・設
置⽬的・規模などの違いによる多様性を検討し、それらの違いによ
る博物館の職域とそのあり⽅、指定管理者制度や博物館評価などの
現実課題を考える。
Ⅱ．博物館の機能は、古代・中世・近代の社会においてどのような
ものであったかを、宗教や市⺠社会の発達、万国博覧会や明治維
新、第⼆次世界⼤戦後の教育改⾰など、時代背景や⾏政とのかかわ
りの中で考え、ヨーロッパ・アメリカ・⽇本における博物館発達の
歴史的背景の違いに注⽬して考察を⾏なう。
Ⅲ．博物館活動の実際 博物館運営の実際を現場での仕事の進め⽅に
即して講義する。資料収集やその保存、展覧会の企画から開催ま
で、またそれと並⾏して⾏われる広報・教育普及事業などを含んだ
学芸員の仕事内容を実例に則しながら紹介し、学芸員の特性と仕事
の意味を考える。

1.博物館に関する基礎的知識を理解し、その習得を⽬指す。
2.現代の博物館で働くということに関し、⽬的意識をもち⾃覚的に取
り組む意欲を持った博物館職員となれるよう、専⾨性のある業務に
関する基礎能⼒を⾝につける。

1.博物館がどのようなものか、その⽬的・種類などを理解している。
2.博物館の職域とそのあり⽅、指定管理者制度や博物館評価などの現
実課題を考えることができる。
3.博物館の機能が社会の中でどのようなものだったのかを説明でき
る。
4.現代の博物館で働くということに関し、⽬的意識をもち⾃覚的に取
り組む意欲を持った博物館職員となれるよう、専⾨性のある業務に
関する基礎能⼒が⾝についている。



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

博物館実習

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：その他資格関連
科⽬ 国際学部：諸
資格に関する科⽬

4 3

美術品・⽂化財の取り扱い⽅、梱包・陳列の⽅法を実習する。また
博物館・美術館の⾒学を通じて、展⽰・照明・解説の⽅法や収蔵・
修復についての実態、教育・普及・研究活動のあり⽅などを学ぶ。
実際の掛幅や茶器・染織品などを⽤いて、作品を取り扱う前の準
備、取り扱いや⽚付け⽅を実習する。作品の調査⽅法や、保管⽅法
も実習する。また展覧会の際には、展⽰ケース内に作品を展⽰する
⽅法や展⽰具の効果的な使い⽅を実習する。⾒学においては、前記
の内容につき、観察したうえ、要点をノートに記録する。

1.⾒学を含む学内実習や館園実習での現場体験を通し、多様な館種の
実態や学芸員の業務を理解し、実践的能⼒が⾝についている。
2.博物館で学芸員が⾏う実務、特に作品に関わる実務を実践的に体験
し、博物館での仕事がこなせるようになる。

1.博物館・美術館の⾒学を通じて、展⽰・照明・解説の⽅法や収蔵・
修復についての実態、教育・普及・研究活動のあり⽅を理解してい
る
2.作品を取り扱う前の準備、取り扱いや⽚付け⽅が⾝についている
3.作品の調査⽅法や、保管⽅法、展⽰ケース内に作品を展⽰する⽅法
や展⽰具の効果的な使い⽅が⾝についている

⽣涯学習概論

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：専⾨基礎分野
国際学部：関連科⽬

2 2

⽣涯学習とはどのようなことを意味し、その理念はどのように形づ
くられたのかを理解する。そのために、代表的な思想家や機関がこ
れまでどのように論議を重ねてきたのかについて、それぞれの思想
や歴史的背景などについても理解し、現代の⽣涯学習が抱える課題
についても考える。

1.⽣涯学習の理念や歴史などについて具体的に説明することができ
る。
2.⽣涯学習に関わる基礎的な知識や技能を⽐較したり関係づけること
などを通して深く解釈したり、系統⽴てることができる。

1.⽣涯学習の理念や歴史などについておおまかに述べることができ
る。
2.⽣涯学習に関わる基礎的な知識や技能をある程度解釈したり、⼀定
程度系統⽴てることができる。

博物館教育論

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：その他資格関連
科⽬ 国際学部：関
連科⽬

2 2

講義を通して、⼤きく三つに分けた博物館教育の「対象」「⽅法」
「役割」について考えていく。
まず、博物館の来館者研究とプログラムの改善のための評価⽅法に
ついて学び、各対象者の特性とアプローチを考える。次に博物館の
学習理論を理解した上で、博物館教育の⼿法について、国内外の事
例をもとに理解し、プログラムの企画と実施について学ぶ。最後
に、博物館がどのようにあるべきか、使命を理解し、そのための博
物館の教育の役割を考えた上で、⽣涯学習、地域とのかかわり、⼈
材育成について考える。
また、講義に加え、授業の中でディスカッションやグループワーク
を⾏い、受講者同⼠の異なる視点からの柔軟な発想やコミュニケー
ション能⼒を⾼め、博物館教育について、共通理解をもてるように
する。

1.博物館の役割の中⼼であり、教育活動の基盤となる博物館教育につ
いて、その理論や実践に関する知識と⽅法を習得し、基礎的能⼒が
⾝についている。
2.博物館に関する仕事の志望者が、広く教育の視点を持った上で各々
の研究を進め、役割を実践できるための能⼒を⾝につける。

1.博物館の来館者研究とプログラムの改善のための評価⽅法について
理解している。
2.来館者研究の対象者の特性と、アプローチを考えることができる。
3.博物館の学習理論を理解した上で、博物館教育の⼿法について理解
し、プログラムの企画と実施について理解している。
4.博物館の使命を理解し、博物館の教育の役割を考えた上で、⽣涯学
習、地域とのかかわり、⼈材育成について考えることができる。

博物館経営論

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：その他資格関連
科⽬ 国際学部：関
連科⽬

3 2

博物館経営の基本概念を理解させることから始め、まずは博物館の
社会的な位置づけから、博物館に求められる責任と活動の範囲を認
識させる。こうしたことを背景に博物館の設置に関する知識と、設
⽴されて以降の組織としての博物館の総合的管理のほか、財政管
理、⼈員の管理、設備の管理の具体的知識を与える。また博物館の
活動として求められる展⽰・教育・調査・研究活動や地域や他機関
との連携についても学ばせる。

1.博物館の形態⾯と活動⾯における適切な管理・運営について理解し
ている
2.博物館経営（ミュージアムマネージメント）に関する基礎的能⼒が
⾝についている

1.博物館の社会的な位置づけから、博物館に求められる責任と活動の
範囲を理解している
2.博物館の設置に関する知識と、設⽴されて以降の組織としての博物
館の総合的管理について理解している
3.博物館の財政管理、⼈員の管理、設備の管理について理解している
4.博物館における展⽰・教育・調査・研究活動や地域や他機関との連
携について理解している

博物館資料論

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：その他資格関連
科⽬ 国際学部：関
連科⽬

3 2

博物館における資料の意味と価値を理解させた上で、それらの種類
と分類について述べ、次にその収集と活⽤について理解させる。具
体的には、資料の収集の⽅向性や⽅法、収集の際の留意点を述べた
後、収集した資料を管理する⽅法と活⽤のあり⽅について述べる。
特に資料の活⽤⽅法については、展⽰以外の⽅法について様々な事
例を例⽰する。最後に、博物館資料を中⼼とする博物館の調査研究
活動のあり⽅について述べる。

1.博物館資料の収集、整理保管等に関する理論や⽅法に関する知識・
技術を習得する
2.博物館の調査研究活動について理解することを通じて、博物館資料
に関する基礎的能⼒を⾝につける
3.資料収集の実務の中で⾏なわれる資料の収集、整理保管や調査研究
活動の実態を、講義のみならず⾒学などを通じて理解できる

1.博物館における資料の意味と価値を理解する
2.博物館における資料の収集の⽅向性や⽅法、収集の際の注意点を理
解する
3.収集した資料を管理する⽅法と活⽤のあり⽅について理解する
4.博物館資料を中⼼とする博物館の調査研究活動のあり⽅について理
解する

博物館資料保存論

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：その他資格関連
科⽬ 国際学部：関
連科⽬

3 2

博物館の使命は、資料を安全に活⽤し、次世代への引継ぐために保
存することである。現在、博物館の資料保存は保存環境整備、資料
の修理、調査研究という⼤きく3つの柱で構成されている。状態調査
で現状を把握し、その状態にいたるまでの経緯や保存環境を分析
し、原因を究明する。分析結果をもとに環境の改善を⾏なう。⼀⽅
で環境を整え保存してもなお、モノとしての資料は劣化していく。
それらを安全に活⽤および保存するために、最終⼿段として修理を
⾏なう。修理は資料にとって⼤きな負担となる⼿術である。この⼿
術を⾏なうためには、理論構築を念⼊りに⾏ない、作業内容につい
ては詳細な記録を残し、資料とともに後世につなげる必要がある。
また、博物館資料のみならず、建造物や⾃然環境といった⽂化遺産
についても、その保存にどのように取り組むべきであるのかを考え
たい。

1.博物館における資料の保存・展⽰環境および収蔵環境を科学的に捉
え、資料を良好な状態で保存していくための知識を習得し、資料の
保存に関する基礎的能⼒が⾝についている
2.博物館で実際に⾏なっている保存の現場をイメージングできる
3.将来実際に学芸員として現場に⽴った際に役⽴つスキルが⾝につい
ている

1.博物館における資料の保存・展⽰環境および収蔵環境を科学的に捉
え、資料を良好な状態で保存していくための知識を習得し、資料の
保存に関する基礎的能⼒が⾝についている

博物館展⽰論

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：その他資格関連
科⽬ 国際学部：関
連科⽬

3 2

博物館における展⽰の⽬的や要件、⽤途による種類などを述べた
後、そうしたものが博物館の歴史の中でどのように求められ達成さ
れてきたのか、時間的経過と地域や国による違いを⽐較しながら述
べる。次に具体的な事例を⽰しながら、展⽰室に求められる条件や
展⽰ケースに求められる条件、ケースの種類を紹介し、そこに展⽰
される作品との関係を述べる。後半においては、展⽰の具体的⽅法
と技術、解説パネル等について述べる。

1.博物館における展⽰の歴史、展⽰メディア、展⽰による教育活動、
展⽰の諸形態等に関する理論及び⽅法に関する知識・技術を習得
し、博物館の展⽰機能に関する基礎的能⼒が⾝についている。
2.展⽰会場の⼤きさやレイアウトに応じた展⽰や、予算や使⽤できる
器財に応じた展⽰ができるような臨機応変の能⼒を持つことができ
る。

1.博物館における展⽰の歴史、展⽰メディア、展⽰による教育活動、
展⽰の諸形態等に関する理論及び⽅法に関する知識・技術を習得し
ている
2.展⽰会場の⼤きさやレイアウトに応じた展⽰や、予算や使⽤できる
器財に応じた展⽰ができる

教職実践演習（栄養教
諭）

家政学部 資格に関
する科⽬

4 2

本授業では、教育実習を振り返り、教育実習場⾯で遭遇した疑問点
や課題を洗い出し、その問題点を明確にしながら履修カルテを⽤い
て学習して⾏く。栄養教諭が学校全体の⾷のコーディネーターとし
ての中核的役割を担うため、学校経営と給⾷経営、各教科等を横断
した「⾷に関わる全体計画・年間計画」を基とした教育活動が⾏わ
れていることを理解する。その上で、⾷に関する分野の教科・特別
活動における栄養教諭としての指導案研究、教材研究、それに関わ
る指導技術の向上を、模擬授業または、マイクロティーチングの形
式で進め、より栄養教諭としての⾃覚と資質を⾝につける。また、
校内組織において栄養教諭の⽴場から「⾷に関する全体計画・年間
計画」の作成に参画できる資質を⾝につける。

1.学校教育⽬標から、⾷に関する指導⽬標及びその全体計画・年間計
画が作成される過程を説明できる（知識・ 理解）
２．学習指導要領における⾷育の位置づけを理解し、栄養教諭と教
職員・地域との連携をもとに⾷育が実践されていることを説明でき
る          3.学習指導要領における「⾷に関する指導に
関連する教科等の⽬標、各学年の発達段階における内容を理解し、
指導案作成・教材研究に役⽴てることができる
４．教育実習校の「⾷に関する指導の全体計画・年間計画」をもと
に児童⽣徒の実態を考慮した⾷教育経営案を書くことができる
５．教育実習校の教育課程を考慮して、その地域の特質を活かした
「給⾷を⽣きた教材として活⽤した指導計画」を⽴て、系統⽴てて
表現・説明することができる

１．学校教育⽬標から⾷に関する指導⽬標及び全体計画が作成して
いることを説明できる    ２．学習指導要領における⾷育につ
いての位置づけを説明できる               ３．
学習指導要領における「⾷に関する指導」に関連する教科等の⽬
標・内容を理解し、指導案作成に役⽴出ることができる
４．教育実習校の「⾷に関する指導の全体計画・年間計画」をもと
に、⾷教育経営案を書くことができる
５．教育実習校の地域の特性を取り⼊れた「給⾷を⽣きた教材とし
て活⽤した指導計画」を⽴て、表現・説明することができる



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

栄養教育実習(事前・
事後指導を含む)

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：その他資格関連
科⽬ 国際学部：諸
資格に関する科⽬

4 2

「教育実習（事前・事後指導を含む）」は、事前指導・実習・事後
指導の３段階に分かれている。事前授業の⽬的は、学⽣ひとりひと
りが実習の意義について⾃らに引き付けて考え、意欲と⽬的意識を
もって実習に臨もうとする姿勢を⾝に付けることである。そのため
教育実習の意義や⽬的について説明した後に、その実務に関する基
本事項の確認を⾏う。次に、教師役の希望者を募り、教師役以外の
履修者を児童⽣徒役として、模擬授業を⾏う。教育実習では、教育
実習⽣としてふさわしい態度・⾏動に留意し、観察・参加・学習指
導を中⼼に活動を⾏う。事後指導では、⾃らの体験を整理し総括す
ることを中⼼課題とする。

1.事前指導（課題や実務の確認・模擬授業）を通して、教育実習に関
する積極的な関⼼を⾼め、⼗分な⼼構えをもつとともに、教育実習
全般に対する適切な⾃⼰課題を設定することができる。
2. 事前指導（課題や実務の確認・模擬授業）を通して、教育実習に
不可⽋な総合的な知識・情報を習得することができる。
3.教育実習では、学習指導に関連する教材研究を意欲的かつ丁寧に⾏
い、⼗分に適切な教材選択ができる。
4.教育実習では、個々の児童⽣徒や集団の状況をよくつかみ、学習指
導に関連して綿密で適切な指導計画を作成することができる。
5.教育実習で担当する学習指導では、適切な説明・発問・板書等を
⾏って、包括的な学習の⽬標を達成することができる。
6.教育実習では、児童⽣徒や学級の実態を把握し、諸活動に参加し
て、効果的な⽣徒指導を⾏うことができる。
7.教育実習では、教育実習⽣として⼗分にふさわしい態度をもって、
⾃発的かつ協働的に勤務できる。
8.事後指導を通して、教育実習の体験過程を詳細に振り返り、⼗分な
整理を⾏うとともに、今後の課題について⾒極めることができる。

1. 事前指導（課題や実務の確認・模擬授業）を通して、教育実習に
関する関⼼を⾼め、⼗分な⼼構えをもつとともに、教育実習全般に
対する⾃⼰課題を設定することができる。
2.事前指導（課題や実務の確認・模擬授業）を通して、教育実習に不
可⽋な基本的な知識・情報を習得することができる。
3.教育実習では、学習指導に関連する教材研究を意欲的に⾏い、適切
な教材選択ができる。
4.教育実習では、個々の児童⽣徒や集団の状況をつかみ、学習指導に
関連して基本的な指導計画を作成することができる。
5.教育実習で担当する学習指導では、説明・発問・板書等を⾏って、
基本的な学習の⽬標を達成することができる。
6.教育実習では、児童⽣徒や学級の実態を把握し、諸活動に参加し
て、基本的な⽣徒指導を⾏うことができる。
7.教育実習では、教育実習⽣としてふさわしい態度をもって勤務でき
る。
8.事後指導を通して、教育実習の体験過程を振り返り、基本的な整理
を⾏うことができる。

 博物館情報・メディ
ア論

家政学部：資格に関
する科⽬ ⽂芸学
部：その他資格関連
科⽬ 国際学部：関
連科⽬

3 2

博物館における情報の提供と活⽤等に関する基礎的能⼒を養うた
め、デジタル・ミュージ
アムやデジタル・アーカイブ、情報管理と情報公開、インターネッ
トの活⽤、著作権等の
諸問題を取り上げ、現状や課題について検討する。

1.博物館における情報の提供と活⽤等に関する活動について広範に理
解している。
２．デジタル・ミュージアムやデジタル・アーカイブ、情報管理と
情報公開、インターネットの活⽤、著作権等の諸問題を取り上げ、
現状や課題について⾃ら深く検討す
るとともに、より効果的な情報発信の可能性を探ることができる優
れた知識と技術がある。

1.博物館における情報の提供と活⽤等に関する基礎的活動について理
解している。２．デジタル・ミュージアムやデジタル・アーカイ
ブ、情報管理と情報公開、インターネットの活⽤、著作権等の諸問
題を取り上げ、現状や課題について検討するとともに、より効果的
な情報発信の可能性を探ることができる知識と技術がある。


